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1. 経済学科教育理念

（1）教育研究上の目的

論理的・批判的思考能力やコミュニケーション能力などの普遍的な能力を基礎に、経済学における専門的知識と、AI 時代において求めら

れるデータサイエンス等の新たな技能を身につけ、幅広い視野で経済社会が直面する課題に取り組み貢献できる人材を養成する。

（2）ディプロマポリシー（学位授与方針）

教学理念である「自立」「共生」「臨床の知」に則り、「論理的・批判的思考能力やコミュニケーション能力などの普遍的な能力を基礎

に、経済学における専門的知識と、AI時代において求められるデータサイエンス等の新たな技能を身につけ、幅広い視野で経済社会が直

面する課題に取り組み貢献できる人材の養成」を目的とする。

経済の分野におけるミクロ・マクロのメカニズムやその歴史的展開に関する理解の上に、それぞれの地域や産業が直面する課題を経済学

の多様なアプローチから分析することで、企画や政策の立案を行うことのできる人材の養成をめざす。そのために、次のような知識と能

力を身につけさせる。

① グローバルなレベルから地域に密着したレベルまでの経済・社会・自然・文化に関する幅広い知識
② 専門性の高い各領域を学ぶうえで不可欠となる経済学の基礎的な知識
③ 経済学の特定の領域における専門的な知識
④ 多様な情報ソースから情報を選択的に収集しつつ、自らの意見を論理的に展開し、分かりやすく説明することができる能力
⑤ AI時代において必須となるさまざまなデジタルツールを活用する能力
⑥ 周囲の人々と協力しつつ目的を達成するための、コミュニケーション能力やリーダーシップ、マネジメント力
⑦ 経済や社会に関する課題を分析し、その解決のための適切な方策を設計し提案することができる能力
⑧ 経済や社会について関心を持ち、日常的に新しい知識や技能を身につけようとする意欲と態度
⑨ 多角的な視点から経済社会を分析し、多様な価値に配慮しながら解決策を導き出そうとする意欲と態度

（3）カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施方針）

学位授与に必要とされる能力（ディプロマポリシー）を修得するために、経済学部 経済学科では、以下の方針で教育課程を編成する。

① 学科の学修を円滑に進め、また自立した社会人としての基礎的な素養を養成するため、教養教育科目にコア科目群、教養教育科目群を

配置する。思考力などの汎用的技能や主体的に学びを続ける態度を涵養する科目並びに、幅広い教養を教授する科目を配置する。

② 学びと社会のつながりや自らの将来を深く考えさせ、キャリア実現に向けた積極的な行動を促すため、教養教育科目にキャリア教育

科目群を配置する。1年次前期からキャリア関連科目を開講するとともに、インターンシップなどの実践型の科目を配置し、実践・経

験と連動した、体系的なキャリア教育を展開する。

③ 自立した社会人として仕事に従事するうえで不可欠となる、論理的・批判的思考力や実践力、コミュニケーション能力、リーダーシッ

プの養成および専門的知識・技能の深化のため、専門教育科目に演習科目群を配置する。1年次から4年次までの学びの段階に応じた

必修の演習科目で実践的な学びを展開する。

④ 経済学を学ぶ学生が、共通して身につけるべき知識や技能を養成するため、専門教育科目に基礎科目群および基幹科目群を配置する。

⑤ 経済学を体系的に学び、専門的な知識や技能を深めるため、専門教育科目に展開科目群を配置し、「金融・産業」「地域・国際」「公共

経済・政策」「医療・社会保障」「観光・文化」の5つの分野を設定する。
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⑥ 学部を越えた文理融合の学びを促すため、専門教育科目にクロスオーバー科目群を配置し、他領域の科目を厳選して配置する。

2. 教育課程

（1）ディプロマポリシー達成のための各回生の到達目標

（A）知識・理解

経済学科のディプロマポリシー

A1）グローバルなレベルから地域に密着したレベルまでの経済・社会・自然・文化に関する幅広い知識

1回生 基礎 ー知り、試行するー 自身の専門知識だけでない、幅広い知識を知っている。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 上記の知識を理解している。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記の知識を理解し、自分の考えを述べることができる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー 上記の知識を、自らの人生や組織・社会を豊かにすることに結び付けられる。

経済学科のディプロマポリシー

A2）専門性の高い各領域を学ぶうえで不可欠となる経済学の基礎的な知識

1回生 基礎 ー知り、試行するー 経済学の基礎的な知識を知っている。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 上記の知識を理解している。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記の知識を用いて、自分の考えを述べることができる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー 上記の知識を用いて、自らや社会の過去・現在・未来について論じられる。

経済学科のディプロマポリシー

A3）経済学の特定の領域における専門的な知識

1回生 基礎 ー知り、試行するー 経済学の特定の領域における専門的な知識を知っている。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 上記の知識を理解している。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記の知識を用いて、自分の考えを述べられる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー 上記の知識を用いて、自らや社会の過去・現在・未来について論じられる。

B）思考・技能

経済学科のディプロマポリシー

B1）多様な情報ソースから情報を選択的に収集しつつ、自らの意見を論理的に展開し、分かりやすく説明することができる能力

1回生 基礎 ー知り、試行するー
図書館活用法および論文・雑誌・新聞記事検索法など信頼できる情報の入手方法や、わかりやすく

伝える方法を知り、試用している。

2回生 応用 ー理解し、実践するー
上記の方法を実践し、信頼できる情報を集められる。集めた情報を論理的にまとめ、わかりやすく

伝えられる。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー
信頼できる既存の情報を収集するだけでなく、自ら一次情報を獲得、分析し、論理的にわかりやす

く伝えられる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー
信頼できる多様な情報を収集、分析し、過去、現在、未来の自分自身や社会の在り方について、論

理的にわかりやすく伝えられる。

経済学科のディプロマポリシー

B2）AI時代において必須となるさまざまなデジタルツールを活用する能力



1回生 基礎 ー知り、試行するー
文章作成、表計算、発表資料作成ソフトの活用法、データサイエンスに関する基礎知識を知り、試

用している。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 上記ソフトを活用でき、上記知識を理解している。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記ソフトだけでなく、様々なデジタルツールを活用できる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー
様々なデジタルツールを活用できるとともに、技術の進歩に応じて自らに必要なICTスキルを獲得
できる。

経済学科のディプロマポリシー

B3）周囲の人々と協力しつつ目的を達成するための、コミュニケーション能力やリーダーシップ、マネジメント力

1回生 基礎 ー知り、試行するー
学内の多様な学生や教職員と相談し合える関係を構築している。上記スキルの基礎知識を知り、試

用している。

2回生 応用 ー理解し、実践するー
学外の社会人と関係を構築することができる。大人とのコミュニケーションの取り方や、上記スキ

ル理解し、実践できる。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 学内外の学生や社会人と協力して、目的や目標を達成するために、上記スキルを発揮できる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー
自身が大学生活で身につけた上記スキルについて総括し、今後の伸ばし方や、社会での活かし方を

述べられる。

経済学科のディプロマポリシー

B4）経済や社会に関する課題を分析し、その解決のための適切な⽅策を設計し提案することができる能⼒

1回生 基礎 ー知り、試行するー 経済や社会に関する課題の分析法や解決策の立案方法を知り、試行している。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 上記方法を理解し、何らかの提案をすることができる。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記方法を実践し、適切な提案をすることができる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー これまでに身につけてきた分析・提案力を言語化し、卒業後のキャリアと結び付けて論じられる。

（C）関心・意欲・態度

経済学科のディプロマポリシー

C1）経済や社会について関心を持ち、日常的に新しい知識や技能を身につけようとする意欲と態度

1回生 基礎 ー知り、試行するー
経済や社会、学生生活の過ごし方や生き方に関心を持ち、自律型キャリアを作り上げていこうとし

ている。

2回生 応用 ー理解し、実践するー 卒業後のキャリアにも目を向け、自律型キャリアを作り上げていくために行動している。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー
自律型キャリアを作り上げる行動を通じて、経済や社会への関心と卒業後のキャリアを結び付けて

いる。

4回生 展望 ー総合し、展望するー
学んできた知識と卒業後のキャリアを結び付け、自身の生涯学習をいかに実現していくかを論じら

れる。

経済学科のディプロマポリシー

C2）多⾓的な視点から経済社会を分析し、多様な価値に配慮しながら解決策を導き出そうとする意欲と態度

1回生 基礎 ー知り、試行するー 多角的な視点で考え、多様な価値に配慮する大切さを知っている。

2回生 応用 ー理解し、実践するー
上記視点から経済社会を分析しようとし、多様な価値に配慮して、何らかの解決策を提案しようと

する。

3回生 発展 ー実践し、発揮するー 上記視点から経済社会を分析し、多様な価値に配慮した、的確な解決策を提案しようとする。

4回生 展望 ー総合し、展望するー
大学生活で身につけた多様な視点、経済社会の分析態度、的確な解決法を整理し、卒業後のキャリ

アと結び付けらて論じられる。



（2）各回生の到達目標達成を支える科目

1回生

1回生は、高校生から大学生への円滑な移行を目指し、各目標項目に対してまずは“知る”ことや“試してみる”ことを目標に学びます。
4年間の学びの基礎をつくる学年ですから、必修科目や履修指定科目が多いのが特徴です。

A1）は、「知のマインドセット」や各種教養科目で学びます。A2,A3）は、必修科目「経済を読む Ⅰ」「経済を読む Ⅱ」「経済学入門 Ⅰ」

「経済学入門 Ⅱ」等の基礎科目で学びます。B1）は「アカデミックスキル」「ライティング基礎」、B2）は、「ITリテラシー」「データサ

イエンス基礎」、B3）は「プロジェクトマネジメント Ⅰ」、B4）は「クリティカルシンキング」、C1,C2）は「キャリア開発演習 Ⅰ」「キ

ャリア開発演習 Ⅱ」を中心にして身につけることができます。

2回生

2回生は、1回生で学んだ知識に対する“理解”を深め、“実践”することを目標に学びます。
2回生からは必修科目が少なくなり、自分が目指す方向性や興味・関心、自身の成長課題に則して科目を選択していくことになります。1

回生の時に学ぶ“自律的キャリア”の考え方に基づき、自分に最も適した履修計画を立ててください。

A1）は、各種教養科目に加えてクロスオーバー科目も履修できるようになり、一層学びの幅を広げることができます。A2）では、「ビジ

ネス英語 Ⅰ・Ⅱ」等の基幹科目が履修できるようになります。そしてA3）では、基幹科目群の応用・発展科目として後期から展開科目

群（「金融・産業」「地域・国際」「公共経済・政策」「医療・社会保障」「観光・文化」）を学べるようになります。B1）では、書く力を伸

ばしたい学生は「アカデミックライティング」を履修することをお勧めします。B2）は、必修科目「データサイエンス Ⅰ」の他「デー

タサイエンス Ⅱ」や「AIリテラシー」を通じてAI時代に通じるデジタルツールの活用力を高められます。B3）では必修科目「プロジェク

トマネジメント Ⅱ」に加え、「インターンシップ Ⅰ」や「海外インターンシップ」を通じて実践力を高めます。B4,C2）では、他学部学

生と連携して実践する「クロスオーバー型課題解決プロジェクト」、C1）では、「キャリア開発演習 Ⅲ」が能力開発の役に立つでしょ

う。またすべての目標を総合的に高める必修科目として「プロジェクト演習 Ⅰ」が後期から始まります。

3回生

3回生は、2回生以上に実践力を伸ばし、自分らしさを発揮していくことを目標に学びます。
2回生までの学びを振り返り、解決すべき自身の成長課題に合わせて履修計画を立てるようにしましょう。3回生で特に重要になるのが、

必修科目「プロジェクト演習 Ⅱ」「プロジェクト演習 Ⅲ」です。ここでは1年間をかけて専門に則したプロジェクトに取り組みます。プ

ロジェクトの成果は“プロジェクト・プレゼンテーション”として発表会を行う他、“プロジェクト・レポート”としてまとめることを予定し

ています。自分が身につけたい専門性に合わせて、各科目で養ってきた知識、技能、態度を発揮し、さらに伸ばしていきましょう。また

「インターンシップ Ⅱ」や「ワークエクスペリエンス」「キャリア開発演習 Ⅳ」も、自分の将来に直結する形で実践力を高めることに役

立つでしょう。

4回生

4回生は、大学生活の集大成として、これまでの学びを総括し、卒業後の人生を展望することを目標に学びます。

必修科目「プロジェクト演習 Ⅳ」「プロジェクト演習 Ⅴ」では、4年間の学習成果をまとめ、これからのキャリアについて論じた“学習成

果報告書”を作成します。またクラス、あるいは個人によっては「卒業研究」として、自ら研究テーマを掲げて“卒業論文”を執筆します。

必要な単位を修得し、かつ学習成果報告書を通じて自身がディプロマポリシー（学位授与方針）にかなっている人物であると証明されれ

ば、晴れて卒業となります。

3. 取得できる免許・資格

（1）取得可能資格一覧

資格名称 対象学部・学科

教育職員免許状
社会（中1種）

経済学部 経済学科
公民（高1種）

司書課程

経済学部 経済学科

学校図書館司書教諭

博物館学芸員資格課程

社会教育主事課程

日本語教員養成

診療情報管理士認定試験受験資格 経済学部 経済学科

（2）取得可能な免許・資格

中学校教諭一種免許状：社会
高等学校教諭一種免許状：

公民
司書課程
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学校図書館司書教諭 博物館学芸員資格課程 社会教育主事課程

日本語教員養成
診療情報管理士認定試験

受験資格
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【 第9章 2021年度生用 教育課程(学部別)】

経済学部 経済学科

カリキュラムマップ

経済学部 経済学科 カリキュラム表 科目概要

▼ 1. 教養教育科目 ▼ 2. 専門教育科目

全学共通の到達目標

① 市民や社会人として必要とされる知識や教養の獲得
② 知的関心をもって学修していく態度や心構えの獲得
③ 市民や社会人として必要とされる倫理観や人間性の獲得
④ 異なる考え方や異なる文化を持つ人々を理解する能力の獲得
⑤ 自分自身や社会が直面するさまざまな問題を理解し解決する能力の獲得
⑥ 物事を論理的に分析する能力の獲得
⑦ 読む力や書く力、話す力や聞く力の獲得

学科・コース別の ディプロマ・ポリシー

① グローバルなレベルから地域に密着したレベルまでの経済・社会・自然・文化に関する幅広い知識
② 専門性の高い各領域を学ぶうえで不可欠となる経済学の基礎的な知識
③ 経済学の特定の領域における専門的な知識
④ 多様な情報ソースから情報を選択的に収集しつつ、自らの意見を論理的に展開し、分かりやすく説明することができる能力
⑤ AI時代において必須となるさまざまなデジタルツールを活用する能力
⑥ 周囲の人々と協力しつつ目的を達成するための、コミュニケーション能力やリーダーシップ、マネジメント力
⑦ 経済や社会に関する課題を分析し、その解決のための適切な方策を設計し提案することができる能力
⑧ 経済や社会について関心を持ち、日常的に新しい知識や技能を身につけようとする意欲と態度
⑨ 多角的な視点から経済社会を分析し、多様な価値に配慮しながら解決策を導き出そうとする意欲と態度

「科目ナンバリング」制度

本学では、皆さんの体系的な学修を支援するために「科目ナンバリング」

制度を導入しています。

各科目に設定された「科目ナンバー」のアルファベットと数字によって、

体系的に学修するための情報を得ることができます。ぜひ皆さんの計画的

な履修に役立ててください。

回⽣2

選必の別3

履修順序4 同系科⽬中の履修順序

コア‧教養‧キャリア科⽬：0

専⾨科⽬ 1：必修 2：選択必修

1：１回⽣  2：2 回⽣  3：3 回⽣  4：4 回⽣

学科1 CO ：コア GE：教養 CA ：キャリア IN：情報 

IS：留学⽣科⽬ EC：経済学科 EN：英語

科⽬ナンバーの⾒⽅

- 1
2

1
3

1
4

○○ -
1

〈 例 〉

1. 教養教育科目

(1)　コア科目群・教養教育科目群・キャリア教育科目群より選択必修16単位以上

コア科目群

［ 10単位必修 ］

　思考コア

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標
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CO101 クリティカルシンキング 2 必修 講義 1回生 ①②③④⑤⑥⑦

CO101 数学的思考を身につける 2 選択 講義 1回生 ①②⑥

CO101 哲学概論 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑤⑥

CO101 倫理学概論 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑤⑥

　スキルコア

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

CO101 ライティング基礎 2 必修 演習 1回生 ①②④⑥⑦

CO201 アカデミックライティング 2 選択 演習 2回生 ①②④⑥⑦

CO101 ITリテラシー 1 必修 演習 1回生 ①②⑥

CO101 データサイエンス基礎 1 必修 演習 1回生 ①②⑥

CO101 AIリテラシー 2 選択 講義 2回生 ①②⑥

CO201 情報社会論 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EN101 英語 Ⅰ A 1 必修 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦

EN101 英語 Ⅰ B 1 必修 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦

EN102 英語 Ⅱ A 1 必修 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦

EN102 英語 Ⅱ B 1 必修 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦

教養教育科目群

［ 2単位必修 ］

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 知へのマインドセット 2 必修 講義 1回生 ①②③④⑤⑥⑦

　現代社会とそのルーツを探る

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 歴史から学ぶ 2 選択 講義 1回生 ①②⑥

GE101 ジェンダーとダイバーシティ 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑤

GE101 現代のメディアと表現 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤

GE201 宗教学概論 2 選択 講義 2回生 ①②③④⑤

GE201 国際関係入門 2 選択 講義 2回生 ①②③④⑤

　社会のなかで自立して生きる

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 日本国憲法 2 選択 講義 1回生 ①②③⑥

GE201 私たちのくらしと行政 2 選択 講義 2回生 ①②⑥

　地域の価値を知る

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 京都の歴史・文化 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②③⑥

GE101 京都の歴史・文化 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②③

GE101 文学と京都 2 選択 講義 1回生 ①②④

　心とからだの健康をはぐくむ

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 健康に生きる 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤

GE101 スポーツコース Ⅰ 1 選択 実験・実習 1回生 ①②③⑤⑦

GE101 スポーツコース Ⅱ 1 選択 実験・実習 1回生 ①②③⑤⑦

GE201 心理学概論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤

　自然と共生する

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

GE101 地球の環境と自然 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤

GE101 生命と生態系 2 選択 講義 1回生 ①②③⑥

　異文化との共生

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標
備考

GE101 文化人類学 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤⑥ -

GE101 比較文化論 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤⑥ -

GE101 異文化コミュニケーション論 2 選択 講義 1回生 ①②④ -

GE101 言語コミュニケーション論 2 選択 講義 1回生 ①②⑦ -
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GE101 芸術と文化 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑤ -

EN201 英語 Ⅲ A 1 選択 演習 2回生 ①②④⑤⑥⑦ -

EN201 英語 Ⅲ B 1 選択 演習 2回生 ①②④⑤⑥⑦ -

EN202 英語 Ⅳ A 1 選択 演習 2回生 ①②④⑤⑥⑦ -

EN202 英語 Ⅳ B 1 選択 演習 2回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE101 中国語 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE102 中国語 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE103 中国語 Ⅲ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE104 中国語 Ⅳ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE101 韓国語 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE102 韓国語 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE103 韓国語 Ⅲ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE104 韓国語 Ⅳ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE101 フランス語 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE102 フランス語 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE101 ドイツ語 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE102 ドイツ語 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑤⑥⑦ -

GE101 外国語臨地演習 2 選択 演習 1回生 ①②③④⑤⑦ -

IS101 日本語 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑦

外国人留学生

用科目

IS102 日本語 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑦

IS201 日本語 Ⅲ 2 選択 演習 2回生 ①②④⑦

IS202 日本語 Ⅳ 2 選択 演習 2回生 ①②④⑦

IS101 日本事情 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤⑦

IS102 日本事情 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②④⑤⑦

IS201 日本事情 Ⅲ 2 選択 講義 2回生 ①②④⑤⑦

IS202 日本事情 Ⅳ 2 選択 講義 2回生 ①②④⑤⑦

IS301 日本文化演習 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑦
※許可者のみ

IS302 日本文化演習 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②④⑦

キャリア教育科目群

［ 2単位必修 ］

　自律型キャリアの育成

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

CA101 キャリア開発基礎講座 2 選択 講義 1回生 ①②⑤⑥⑦

CA201 キャリア開発演習 Ⅰ 2 必修 演習 1回生 ①②⑤⑥⑦

CA201 キャリア開発演習 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①②⑤⑥⑦

CA201 キャリア開発演習 Ⅲ 2 選択 演習 2回生 ①②⑤⑥⑦

CA301 キャリア開発演習 Ⅳ 2 選択 演習 3回生 ①②⑤⑥⑦

　産学公連携教育

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

CA201 インターンシップ Ⅰ 2 選択 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA301 インターンシップ Ⅱ 2 選択 演習 3回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 海外インターンシップ 2 選択 演習 2回生 ①②③④⑤⑥⑦

CA201 クロスオーバー型課題解決プロジェクト 2 選択 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA301 ワークエクスペリエンス 2 選択 演習 3回生 ①②③⑤⑥⑦

　キャリア構築支援

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

CA101 教職入門 2 選択 講義 1回生 ①②③

CA101 教育原論 2 選択 講義 1回生 ①④⑤

CA101 教育心理学 2 選択 講義 1回生 ①⑥⑦

CA201 特別支援教育論 1 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 総合的な学習の時間の指導法 1 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 教育相談 2 選択 講義 2回生 ①③⑤

CA201 教育制度論 2 選択 講義 2回生 ①⑤⑥

CA201 教育課程論 2 選択 講義 2回生 ①④⑤

CA201 道徳教育の理論と方法 2 選択 講義 2回生 ①③④⑥

CA201 特別活動論 2 選択 講義 2回生 ①③⑤

CA201 教育方法論 2 選択 講義 2回生 ①③⑥

CA301 生徒・進路指導 2 選択 講義 3回生 ①③④⑤

CA301 教育実習指導 1 自由 講義 3回生 ①⑤⑥

CA401 教職実践演習（中等） 2 選択 演習 4回生 ①②③⑤⑥⑦

CA401 教育実習 Ⅰ 2 自由 実験・実習 4回生 ①②③④⑤⑥⑦

CA401 教育実習 Ⅱ 2 自由 実験・実習 4回生 ①②③④⑤⑥⑦
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CA101 学校等体験活動 1 選択 実験・実習 1回生 ①②③⑤⑥⑦

GE101 体育理論 2 選択 講義 1回生 ①②⑤

GE101 福祉とボランティア 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤⑦

GE201 人権と教育 2 選択 講義 2回生 ①②③④⑤

CA301 社会科教育法 Ⅰ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA302 社会科教育法 Ⅱ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA303 社会科教育法 Ⅲ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA304 社会科教育法 Ⅳ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA301 公民科教育法 Ⅰ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA302 公民科教育法 Ⅱ 2 自由 演習 3回生 ①②③⑤⑦

CA201 学校図書館メディアの構成 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 読書と豊かな人間性 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 情報メディアの活用 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 学校経営と学校図書館 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 学習指導と学校図書館 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA301 教職・保育職教養講義 Ⅰ 2 選択 講義 3回生 ①②⑤⑥⑦

CA302 教職・保育職教養講義 Ⅱ 2 選択 講義 3回生 ①②⑤⑥⑦

CA401 教職・保育職教養講義 Ⅲ 2 選択 講義 4回生 ①②⑤⑥⑦

CA402 教職・保育職教養講義 Ⅳ 2 選択 講義 4回生 ①②⑤⑥⑦

CA101 生涯学習概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA101 生涯学習概論 Ⅱ 2 自由 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA101 図書館概論 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA201 図書館情報技術論 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 図書館サービス概論 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 図書館情報資源概論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 情報資源組織論 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 図書館制度・経営論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 情報サービス論 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 児童サービス論 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 情報サービス演習 Ⅰ 1 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 情報サービス演習 Ⅱ 1 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 情報資源組織演習 Ⅰ 1 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 情報資源組織演習 Ⅱ 1 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑥⑦

CA201 図書館情報資源特論 1 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 図書館施設論 1 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA301 図書館実習 1 自由 実験・実習 3回生 ①②③⑤⑥⑦

CA101 博物館学概論 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA101 博物館教育論 2 選択 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA101 博物館情報・メディア論 2 自由 講義 1回生 ①②③⑤⑦

CA201 博物館資料論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 博物館経営論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 博物館展示論 2 選択 講義 2回生 ①②③④⑤⑦

CA201 博物館資料保存論 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA301 博物館実習 Ⅰ 1 選択 実験・実習 3回生 ①②③⑤⑦

CA302 博物館実習 Ⅱ 1 選択 実験・実習 3回生 ①②③⑤⑦

CA401 博物館実習 Ⅲ 1 自由 実験・実習 4回生 ①②③④⑤⑦

CA201 生涯学習支援論 Ⅰ 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA202 生涯学習支援論 Ⅱ 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 社会教育経営論 Ⅰ 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA202 社会教育経営論 Ⅱ 2 自由 講義 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 社会教育演習 2 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑦

CA201 社会教育課題研究 1 自由 演習 2回生 ①②③⑤⑦

CA301 社会教育実習 1 自由 実験・実習 3回生 ①②③⑤⑦

CA201 日本語教授法 Ⅰ 2 自由 講義 2回生 ①②③④⑤⑦

CA202 日本語教授法 Ⅱ 2 自由 講義 2回生 ①②③④⑤⑦

CA301 日本語教授法 Ⅲ 2 自由 講義 3回生 ①②③④⑤⑥⑦

CA302 日本語教授法 Ⅳ 2 自由 講義 3回生 ①②③④⑤⑥⑦

CA401 日本語教材研究 2 自由 演習 4回生 ①②③④⑥⑦

CA401 日本語教育実習 2 自由 実験・実習 4回生 ①②③④⑤⑦

JL-L131 日本史概説 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②④

JL-L131 日本史概説 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②④

HI-Z121 東洋史概説 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②④

HI-Z121 西洋史概説 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②④

JL-L111 日本語学概説 Ⅰ 2 自由 講義 1回生 ①②⑥

JL-L111 日本語学概説 Ⅱ 2 自由 講義 1回生 ①②⑥

JL-L111 日本文学史 Ⅰ 2 自由 講義 1回生 ①②③

JL-L111 日本文学史 Ⅱ 2 自由 講義 1回生 ①②③

JL-L221 日本語学講義 Ⅰ（日本語文法） 2 自由 講義 2回生 ①②⑥

JL-L221 日本語学講義 Ⅱ（日本語文法） 2 自由 講義 2回生 ①②⑥

JL-L221 日本語学講義 Ⅲ（社会言語学） 2 自由 講義 2回生 ①②⑥
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JL-L221 日本語学講義 Ⅳ（日本語史） 2 自由 講義 2回生 ①②⑥

JL-L221 近現代文学講義 Ⅰ 2 自由 講義 2回生 ①②③

JL-L221 近現代文学講義 Ⅱ 2 自由 講義 2回生 ①②③

JL-L221 近現代文学講義 Ⅲ 2 自由 講義 2回生 ①②③

JL-L221 近現代文学講義 Ⅳ 2 自由 講義 2回生 ①②③

JL-L221 アナウンス技術演習 Ⅰ 2 自由 演習 2回生 ①②⑦

JL-L221 アナウンス技術演習 Ⅱ 2 自由 演習 2回生 ①②⑦

EG101 多文化コミュニケーション論 2 自由 講義 3回生 ①④⑤

EG111 英語教育論 2 自由 講義 1回生 ①③⑤

EG321 English language Literatures 2 自由 講義 3回生 ①③④

EG321 Foundation Translation 2 自由 演習 3回生 ②④⑦

EG321 World Englishes 2 自由 講義 3回生 ①④⑥

EG321 Japanese-English Comparative Literature 2 自由 講義 3回生 ①③④

EG111 英語学 2 自由 講義 1回生 ①④⑥

EC101 医療概論 2 選択 講義 1回生 ①②⑥⑦

EC101 解剖生理学 2 選択 講義 1回生 ①②⑥⑦

EC201 診療情報管理論 Ⅰ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC202 診療情報管理論 Ⅱ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC201 臨床医学 Ⅰ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC201 臨床医学 Ⅱ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC201 臨床医学 Ⅲ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC201 臨床医学 Ⅳ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC201 臨床医学 Ⅴ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦

EC301 臨床医学総論 2 選択 講義 3回生 ①②⑥⑦

EC301 病院実務実習 1 選択 実験・実習 3回生 ①②⑥⑦

EC301 国際統計分類 4 選択 演習 3回生 ①②⑥⑦

EC301 診療情報総合演習 Ⅰ 4 自由 演習 3回生 ①②⑥⑦

EC302 診療情報総合演習 Ⅱ 4 自由 演習 3回生 ①②⑥⑦

CA201 産業心理学 2 選択 講義 2回生 ①②④⑤⑥

CA301 広告と消費の心理学 2 選択 講義 3回生 ①②④⑤⑥

2. 専門教育科目

(2)　演習科目群・基礎科目群・基幹科目群・展開科目群・専門関連科目群・クロスオーバー科目群より選択必修
52単位以上

演習科目群

［ 必修16単位 ］

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC111 アカデミックスキル 2 必修 演習 1回生 ①②③⑦ ④⑤⑥⑧⑨

EC112 プロジェクトマネジメント Ⅰ 2 必修 演習 1回生 ①②③⑦ ④⑤⑥⑧⑨

EC211 プロジェクトマネジメント Ⅱ 2 必修 演習 2回生 ①②③⑦ ④⑤⑥⑦⑧⑨

EC211 プロジェクト演習 Ⅰ 2 必修 演習 2回生 ②⑤⑦ ②③④⑤⑥⑦⑧⑨

EC312 プロジェクト演習 Ⅱ 2 必修 演習 3回生 ②⑤⑦ ②③④⑤⑥⑦⑧⑨

EC313 プロジェクト演習 Ⅲ 2 必修 演習 3回生 ②⑤⑦ ②③④⑤⑥⑦⑧⑨

EC414 プロジェクト演習 Ⅳ 2 必修 演習 4回生 ②⑥⑦ ②③④⑤⑥⑦⑧⑨

EC415 プロジェクト演習 Ⅴ 2 必修 演習 4回生 ②⑥⑦ ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨

EC415 卒業研究 4 選択 演習 4回生 ②⑥⑦ ②③④⑤⑦⑨

基礎科目群

［ 必修10単位 ］

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC111 経済を読む Ⅰ 2 必修 講義 1回生 ①②⑤ ②⑧

EC112 経済を読む Ⅱ 2 必修 講義 1回生 ①②⑤ ②⑧

EC111 経済学入門 Ⅰ 2 必修 講義 1回生 ①②⑤ ②⑧

EC112 経済学入門 Ⅱ 2 必修 講義 1回生 ①②⑤ ②⑧

EC121 経済数学入門 2 選択 講義 1回生 ①②⑤ ②⑧

EC121 統計学基礎 2 選択 講義 1回生 ⑤⑥⑦ ②⑤⑦

EC211 データサイエンス Ⅰ 2 必修 演習 2回生 ⑤⑥⑦ ②⑤⑦

EC222 データサイエンス Ⅱ 2 選択 演習 2回生 ⑤⑥⑦ ②⑤⑦

EC221 ビジネス英語 Ⅰ 2 選択 演習 2回生 ②④⑤⑦ ②⑥
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EC222 ビジネス英語 Ⅱ 2 選択 演習 2回生 ②④⑤⑦ ②⑥

基幹科目群

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC121 ミクロ経済学 2 選択 講義 1回生 ②⑤⑥ ②⑧

EC222 応用ミクロ経済学 2 選択 講義 2回生 ②⑤⑥ ②③⑧

EC121 マクロ経済学 2 選択 講義 1回生 ②⑤⑥ ②⑧

EC222 応用マクロ経済学 2 選択 講義 2回生 ②⑤⑥ ②③⑧

EC221 経済政策論 2 選択 講義 2回生 ①②⑥ ②③⑧

EC221 観光学 2 選択 講義 2回生 ①②③ ②③⑧

EC221 非営利経済論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤ ②③⑧

EC221 労働経済論 2 選択 講義 2回生 ②⑤⑥ ②③⑧

EC221 公共政策論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ②③⑧

EC221 財政学 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ②③⑧

EC221 経済学史 2 選択 講義 2回生 ①②④ ②③⑧

EC221 経済史 2 選択 講義 2回生 ①②⑤ ②③⑧

EC221 計量経済学 2 選択 講義 2回生 ②⑤⑥ ②③⑤⑧

EC221 金融論 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ②③⑧

EC221 地域経済論 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ②③⑧

EC221 日本経済論 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ②③⑧

EC221 グローバル経済論 2 選択 講義 2回生 ②④⑤⑥ ②③⑧

展開科目群

　金融・産業

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 国際金融論 2 選択 講義 2回生 ②④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 地域金融論 2 選択 講義 3回生 ①②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 証券市場論 2 選択 講義 3回生 ②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 コーポレート・ファイナンス 2 選択 講義 3回生 ②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 工業経済論 2 選択 講義 3回生 ②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 経済心理学 2 選択 講義 3回生 ②③④⑤ ③⑦⑧

EC321 食料経済論 2 選択 講義 3回生 ②③④⑤ ③⑦⑧

EC321 行動経済学 2 選択 講義 3回生 ②③④⑤ ③⑦⑧

　地域・国際

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 地域政策論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC221 中小企業論 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 開発経済論 2 選択 講義 3回生 ②④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 貿易論 2 選択 講義 3回生 ②④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 都市政策論 2 選択 講義 3回生 ①②⑤ ③⑦⑧

EC321 国際経済論 2 選択 講義 3回生 ②④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 地域社会論 2 選択 講義 3回生 ①②④⑦ ③⑤⑦⑧

　公共経済・政策

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 租税論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC221 地方自治論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 自治体経営論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 政策過程論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 地方行財政論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 政策評価論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 環境政策論 2 選択 講義 3回生 ①②⑤ ③⑦⑧

　医療・社会保障

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 社会政策論 2 選択 講義 2回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC221 医療経済論 2 選択 講義 2回生 ②⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 医療政策論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 社会保険論 Ⅰ 2 選択 講義 3回生 ①③④⑤ ③⑦⑧

EC322 社会保険論 Ⅱ 2 選択 講義 3回生 ①③④⑤ ③⑦⑧

EC321 医療事務研究 Ⅰ 2 選択 演習 3回生 ①③⑤ ③⑦⑧
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EC322 医療事務研究 Ⅱ 2 選択 演習 3回生 ①③⑤ ③⑦⑧

　観光・文化

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 文化経済論 2 選択 講義 2回生 ④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 スポーツ経済論 2 選択 講義 3回生 ④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 観光政策論 2 選択 講義 3回生 ④⑤⑥ ③⑦⑧

EC321 観光経営論 2 選択 講義 3回生 ①②⑤ ③⑦⑧

EC321 観光法規論 2 選択 講義 3回生 ①②⑤ ③⑦⑧

EC321 観光資源論 2 選択 講義 3回生 ①②④⑦ ③⑦⑧

専門関連科目群

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 実践英語演習 2 選択 演習 2回生 ①②④⑤⑥⑦ ①⑧⑨

EC121 現代経済演習 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC122 現代経済演習 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC223 現代経済演習 Ⅲ 2 選択 演習 2回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC224 現代経済演習 Ⅳ 2 選択 演習 2回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC325 現代経済演習 Ⅴ 2 選択 演習 3回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC326 現代経済演習 Ⅵ 2 選択 演習 3回生 ①④⑤ ②③⑧⑨

EC121 医療統計学 2 選択 講義 1回生 ①②⑥⑦ ①⑧

EC121 医療管理論 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②⑥⑦ ①⑧

EC222 医療管理論 Ⅱ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦ ①⑧

EC223 医療管理論 Ⅲ 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦ ①⑧

EC221 保健医療情報学 2 選択 講義 2回生 ①②⑥⑦ ①⑧

EC121 簿記 Ⅰ 2 選択 演習 1回生 ①⑥⑦ ①⑧

EC122 簿記 Ⅱ 2 選択 演習 1回生 ①⑥⑦ ①⑧

EC121 法学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②③⑥ ①⑧

EC122 法学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②③⑥ ①⑧

EC121 政治学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②③④ ①⑧

EC122 政治学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②③④ ①⑧

EC121 社会学概論 Ⅰ 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑤ ①⑧

EC122 社会学概論 Ⅱ 2 選択 講義 1回生 ①②③④⑥ ①⑧

EC121 地理学概論 2 選択 講義 1回生 ①②④⑥ ①⑧

EC221 地誌 2 選択 講義 2回生 ①②④⑥ ①⑧

クロスオーバー科目群

科目NO 授業科目の名称 単位数 選必の別 授業形態 配当回生
全学共通の

到達目標

学科･コース別の

ディプロマ･ポリシー

EC221 会社法 2 選択 講義 2回生 ①②⑤ ①⑧

EC221 流通論 2 選択 講義 2回生 ⑤⑥⑦ ①⑧

EC221 公共マーケティング 2 選択 講義 2回生 ①②④⑤ ①⑧

EC221 管理会計論 2 選択 講義 2回生 ①⑥ ①⑧

EC321 労働法 2 選択 講義 3回生 ①②⑤ ①⑧

EC321 非営利組織論 2 選択 講義 3回生 ②③⑤ ①⑧

EC321 税法 2 選択 講義 3回生 ②③⑤⑥ ①⑧

EC221 コンピュータシステム概論 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ①⑤⑧

EC221 プログラミング演習 Ⅰ 2 選択 演習 2回生 ①②⑤⑥ ①⑤⑧

EC222 プログラミング演習 Ⅱ 2 選択 演習 2回生 ①②⑤⑥ ①⑤⑧

EC221 コンピュータネットワーク Ⅰ 2 選択 講義 2回生 ①②⑤⑥ ①⑤⑧

EC221 情報セキュリティ Ⅰ 2 選択 講義 2回生 ①②③⑤ ①⑤⑧

卒業に必要な単位数は124単位以上とし、【教養教育科目】のコア科目群より必修10単位、教養教育科目群より必修2単位、キャリア教育

科目群より必修2単位、コア科目群・教養教育科目群・キャリア教育科目群より選択必修16単位以上、【専門教育科目】の演習科目群より

必修16単位、基礎科目群より必修10単位、演習科目群・基礎科目群・基幹科目群・展開科目群・専門関連目群・クロスオーバー科目群よ

り選択必修52単位以上を修得すること。(履修科目の登録の上限：48単位［年間］)

https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum01.html


【 第9章 2021年度生用 教育課程（学部別）】

経済学部 経済学科

カリキュラム表

経済学部 経済学科 カリキュラムマップ 科目概要

30単位以上
コア科目群+

教養教育科目群+
キャリア教育科目群

26単位
専門教育科目群

［ 必修 ］

52単位以上
専門教育科目群

［ 選択必修 ］
16単位以上

合計

124単位以上

1. 教養教育科目 30単位以上
必修 コア科目群・教養教育科目群・キャリア教育科目群より14単位

コア科目群／10単位

思考コア

単位 回生

クリティカルシンキング 2 1〜

スキルコア

単位 回生

ライティング基礎 2 1〜

ITリテラシー 1 1〜

データサイエンス基礎 1 1〜

英語 I A 1 1〜

英語 I B 1 1〜

英語 Ⅱ A 1 1〜

英語 Ⅱ B 1 1〜

教養教育科目群／2単位

単位 回生

知へのマインドセット 2 1〜

キャリア教育科目群／2単位

自律型キャリアの育成

単位 回生

キャリア開発演習 Ⅰ 2 1〜

選択必修 コア科目群・教養教育科目群・キャリア教育科目群より16単位以上

コア科目群

思考コア

単位 回生

数学的思考を身につける 2 1〜

哲学概論 2 1〜

倫理学概論 2 1〜

スキルコア

単位 回生

アカデミックライティング 2 2〜

AIリテラシー 2 2〜

情報社会論 2 2〜

教養教育科目群

現代社会とそのルーツを探る

単位 回生

歴史から学ぶ 2 1〜

ジェンダーとダイバーシティ 2 1〜

現代のメディアと表現 2 1〜

宗教学概論 2 2〜

国際関係入門 2 2〜

社会のなかで自立して生きる

単位 回生

日本国憲法 2 1〜

私たちのくらしと行政 2 2〜

地域の価値を知る

単位 回生

京都の歴史・文化 Ⅰ 2 1〜

京都の歴史・文化 Ⅱ 2 1〜

文学と京都 2 1〜
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心とからだの健康をはぐくむ

単位 回生

健康に生きる 2 1〜

スポーツコース Ⅰ 1 1〜

スポーツコース Ⅱ 1 1〜

心理学概論 2 2〜

自然と共生する

単位 回生

地球の環境と自然 2 1〜

生命と生態系 2 1〜

異文化との共生

単位 回生

文化人類学 2 1〜

比較文化論 2 1〜

異文化コミュニケーション論 2 1〜

言語コミュニケーション論 2 1〜

芸術と文化 2 1〜

英語 Ⅲ A 1 2〜

英語 Ⅲ B 1 2〜

英語 Ⅳ A 1 2〜

英語 Ⅳ B 1 2〜

単位 回生

中国語 Ⅰ 2 1〜

中国語 Ⅱ 2 1〜

中国語 Ⅲ 2 1〜

中国語 Ⅳ 2 1〜

韓国語 Ⅰ 2 1〜

韓国語 Ⅱ 2 1〜

韓国語 Ⅲ 2 1〜

韓国語 Ⅳ 2 1〜

単位 回生

フランス語 Ⅰ 2 1〜

フランス語 Ⅱ 2 1〜

ドイツ語 Ⅰ 2 1〜

ドイツ語 Ⅱ 2 1〜

外国語臨地演習 2 1〜

日本文化演習 Ⅰ 2 1〜

日本文化演習 Ⅱ 2 1〜

キャリア教育科目群

自律型キャリアの育成

単位 回生

キャリア開発基礎講座 2 1〜

キャリア開発演習 Ⅱ 2 1〜

キャリア開発演習 Ⅲ 2 2〜

キャリア開発演習 Ⅳ 2 3〜

産学公連携教育

単位 回生

インターンシップ Ⅰ 2 2〜

インターンシップ Ⅱ 2 3〜

海外インターンシップ 2 2〜

クロスオーバー型課題解決プロジェクト 2 2〜

ワークエクスペリエンス 2 3〜

キャリア構築支援

単位 回生

教職入門 2 1〜

教育原論 2 1〜

教育心理学 2 1〜

特別支援教育論 1 2〜

総合的な学習の時間の指導法 1 2〜

教育相談 2 2〜

教育制度論 2 2〜

教育課程論 2 2〜

道徳教育の理論と方法 2 2〜

特別活動論 2 2〜

教育方法論 2 2〜

生徒・進路指導 2 3〜

教職実践演習（中等） 2 4

学校等体験活動 1 1〜

体育理論 2 1～

福祉とボランティア 2 1～

人権と教育 2 2～

教職・保育職教養講義 Ⅰ 2 3〜

教職・保育職教養講義 Ⅱ 2 3〜

教職・保育職教養講義 Ⅲ 2 4

教職・保育職教養講義 Ⅳ 2 4

単位 回生

生涯学習概論 Ⅰ 2 1〜

図書館概論 2 1〜

図書館情報資源概論 2 2〜

図書館制度・経営論 2 2〜

博物館学概論 2 1〜

博物館教育論 2 1〜

博物館資料論 2 2〜

博物館経営論 2 2〜

博物館展示論 2 2〜

博物館資料保存論 2 2〜

博物館実習 Ⅰ 1 3〜

博物館実習 Ⅱ 1 3〜

日本史概説 Ⅰ 2 1〜

日本史概説 Ⅱ 2 1〜

東洋史概説 Ⅰ 2 1〜

西洋史概説 Ⅰ 2 1〜

単位 回生

医療概論 2 1〜

解剖生理学 2 1〜

診療情報管理論 Ⅰ 2 2〜

診療情報管理論 Ⅱ 2 2〜

臨床医学 Ⅰ 2 2〜

臨床医学 Ⅱ 2 2〜

臨床医学 Ⅲ 2 2〜

臨床医学 Ⅳ 2 2〜

臨床医学 Ⅴ 2 2〜

臨床医学総論 2 3〜

病院実務実習 1 3〜

国際統計分類 4 3〜

産業心理学 2 2〜

広告と消費の心理学 2 3～

2. 専門教育科目 78単位以上
必修 演習科目群・基礎科目群より26単位

演習科目群／16単位
単位 回生

アカデミックスキル 2 1〜

プロジェクトマネジメント Ⅰ 2 1〜

プロジェクトマネジメント Ⅱ 2 2〜

プロジェクト演習 Ⅰ 2 2〜

プロジェクト演習 Ⅱ 2 3〜

プロジェクト演習 Ⅲ 2 3〜

プロジェクト演習 Ⅳ 2 4

基礎科目群／10単位
単位 回生

経済を読む Ⅰ 2 1〜

経済を読む Ⅱ 2 1〜

経済学入門 Ⅰ 2 1〜

経済学入門 Ⅱ 2 1〜

データサイエンス Ⅰ 2 2〜

https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html
https://cai6.tachibana-u.ac.jp/kyomu/courses/faculties/2021/economy/curriculum02.html


プロジェクト演習 Ⅴ 2 4

選択必修 演習科目群・基礎科目群・基幹科目群・展開科目群・専門関連科目群・クロスオーバー科目群より52単位以上

演習科目群

単位 回生

卒業研究 4 4

基礎科目群

単位 回生

経済数学入門 2 1〜

統計学基礎 2 1〜

データサイエンス Ⅱ 2 2〜

ビジネス英語 Ⅰ 2 2〜

ビジネス英語 Ⅱ 2 2〜

基幹科目群

単位 回生

ミクロ経済学 2 1〜

応用ミクロ経済学 2 2〜

マクロ経済学 2 1〜

応用マクロ経済学 2 2〜

経済政策論 2 2〜

観光学 2 2〜

非営利経済論 2 2〜

労働経済論 2 2〜

公共政策論 2 2〜

財政学 2 2〜

経済学史 2 2〜

経済史 2 2〜

計量経済学 2 2〜

金融論 2 2〜

地域経済論 2 2〜

日本経済論 2 2〜

グローバル経済論 2 2〜

展開科目群

金融・産業

単位 回生

国際金融論 2 2〜

地域金融論 2 3〜

証券市場論 2 3〜

コーポレート・ファイナンス 2 3〜

工業経済論 2 3〜

経済心理学 2 3〜

食料経済論 2 3〜

行動経済学 2 3〜

地域・国際

単位 回生

地域政策論 2 2〜

中小企業論 2 2〜

開発経済論 2 3〜

貿易論 2 3〜

都市政策論 2 3〜

国際経済論 2 3〜

地域社会論 2 3〜

公共経済・政策

単位 回生

租税論 2 2〜

地方自治論 2 2〜

自治体経営論 2 3〜

政策過程論 2 3〜

地方行財政論 2 3〜

政策評価論 2 3〜

環境政策論 2 3〜

医療・社会保障

単位 回生

社会政策論 2 2〜

医療経済論 2 2〜

医療政策論 2 3〜

社会保険論 Ⅰ 2 3〜

社会保険論 Ⅱ 2 3〜

医療事務研究 Ⅰ 2 3〜

医療事務研究 Ⅱ 2 3〜

観光・文化

単位 回生

文化経済論 2 2〜

スポーツ経済論 2 3〜

観光政策論 2 3〜

観光経営論 2 3〜

観光法規論 2 3〜

観光資源論 2 3〜

専門関連科目群

単位 回生

実践英語演習 2 2〜

現代経済演習 Ⅰ 2 1〜

現代経済演習 Ⅱ 2 1〜

現代経済演習 Ⅲ 2 2〜

現代経済演習 Ⅳ 2 2〜

現代経済演習 Ⅴ 2 3〜

現代経済演習 Ⅵ 2 3〜

医療統計学 2 1〜

医療管理論 Ⅰ 2 1〜

医療管理論 Ⅱ 2 2〜

医療管理論 Ⅲ 2 2〜

保健医療情報学 2 2〜

簿記 Ⅰ 2 1〜

簿記 Ⅱ 2 1〜

法学概論 Ⅰ 2 1～

法学概論 Ⅱ 2 1～

政治学概論 Ⅰ 2 1～

政治学概論 Ⅱ 2 1～

社会学概論 Ⅰ 2 1～

クロスオーバー科目群

単位 回生

会社法 2 2～

流通論 2 2～

公共マーケティング 2 2～

管理会計論 2 2～

労働法 2 3～

非営利組織論 2 3～

税法 2 3～

コンピュータシステム概論 2 2～

プログラミング演習 Ⅰ 2 2～

プログラミング演習 Ⅱ 2 2～

コンピュータネットワーク Ⅰ 2 2～

情報セキュリティ Ⅰ 2 2～
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社会学概論 Ⅱ 2 1～

地理学概論 2 1～

地誌 2 2～
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【 第9章 2021年度生用 教育課程（学部別）】

経済学部 経済学科

科目概要

経済学部 経済学科 カリキュラムマップ カリキュラム表

▼ 1. コア科目群 ▼ 2. 教養教育科目群 ▼ 3. キャリア教育科目群 ▼ 4. 専門科目群

1. コア科目群

思考コア

クリティカルシンキング

正しく課題を認識し、適切な判断・分析・統合

をすることで最適解を導くための思考方法（ク

リティカルシンキング）を学ぶ。このことによ

り、他者の意見を批判的・分析的に検証する

力、他者の意見に含まれる問題点を合理的な方

法で指摘できる力、自らの意見に対する批判に

対して合理的に回答する力、議論に含まれる問

題を出発点として、よりよい解決策や代替案を

提案する力などの獲得をめざす。

数学的思考を身につける

日常生活や仕事でさまざまな問題、さらに環境

などの社会的課題を考えるうえで、数学は欠か

せない。この科目では、将来、市民として的確

な判断を下すために役に立つ数学的考え方や概

念を、現実の課題を考えるなかで学習する。扱

うのは、経済や環境を考えるうえで重要な指

数・対数、刻々と変化する様子から全体を知る

ための差分や微積分、社会の集団現象を分析す

るための統計や確率などである。授業では、こ

れらの数学の必要性を理解することを目標とす

る。

哲学概論

市民や社会人として必要とされる倫理観や人間

性の養成、異なる考え方や異なる文化を持つ

人々を理解する能力の養成を目的とする。哲学

は何を問題にしてきたのか、またそれにどのよ

うに取り組んできたか、そしてその問いは私た

ちにとってどんな意味をもつのかについて、さ

まざまな哲学者の著作を通して考える。

倫理学概論

倫理学とは何か、倫理学にどのような意義があ

るのかを理解し、倫理学的な考え方を身につけ

ることを目標とする。社会正義を考えるをテー

マとして学びを進め、近代以降の倫理学の学説

を中心に、倫理学的な考え方の基礎を歴史的背

景を含めて理解し、現代社会の諸問題を考える

うえで倫理学的な思考法の意義と重要性を知

る。

スキルコア

ライティング基礎

大学でのスタディ・スキルとして必要とされる

読解力や基本的な文章作成能力の獲得をめざ

す。演習を通して文章を読む力を養成しなが

ら、添削指導等により、論理的な論説文を書く

ために必要な文章構成力や推敲の能力を獲得す

る。

アカデミックライティング

大学での学修で求められる学術的文章を書く技

術を、演習を通じて獲得する。大学における学

術的文章には、授業で課されるレポート、実習

レポート、卒業論文等が含まれる。本科目によ

り、内容が正確に伝わるわかりやすい文章、か

つ客観的な評価に耐えうる文章を書く力の獲得

をめざす。

ITリテラシー

現代の情報化社会に必須であるコンピュータや

ネットワークに関する基礎的知識の理解と、文

書作成、表計算、プレゼンテーションのソフト

ウェアを活用する技能を、演習を通して習得す

る。具体的には、Officeソフトを通じ、身近な

素材を元に文書ソフトではレポート作成、表計

算ソフトではグラフ作成や数値分析、プレゼン

テーションソフトではスライド作成といった実

践力と応用力を養うとともに、情報社会におけ

るさまざまな危険を防ぐための知識、情報を扱

ううえでのマナーを身につける。

データサイエンス基礎 AIリテラシー 情報社会論
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社会全般の情報化が進み、道具であるパソコン

がより便利に使いやすく進歩していくなかで、

使い手である我々には、それらに関する知識だ

けでなく、情報そのものを使いこなすことが求

められている。本科目では、社会で求められて

いる情報活用の基礎力を体系化し、どうやって

効果的に情報を活用するかを演習を通して学習

する。具体的には、一連の情報プロセス（収

集、分析、整理・保管、表現、運用）の意味を

理解し、データや情報を適切に処理・活用でき

る力を身につける。

実社会において人工知能（AI）が活用される機

会は大きくなってきている。日常生活のなか

で、あるいは職業生活のなかでAIを活用するに

あたり、その仕組みやAIを使ってできることと

その限界を学び、AIをツールとして使いこなせ

る力（AIリテラシー）を獲得する。

情報通信技術が現代社会をどのように支えてい

るのか、また、現在どのような課題があり、今

後社会をどのように変えていくのかを学ぶ。テ

キストを中心に、適宜スライドや配布資料、政

府や団体の公開資料等を用いる。理解の深化と

確認のため、レポート提出や複数回の理解度テ

ストを実施する場合がある。

英語 Ⅰ A

基本的な英文の読解・表現の演習を通して、英

語理解のための基礎的な知識（基本文型的分析

や文法的知識・基本単語・成句など）を整理

し、英語の表現方法と日本語の表現方法の違い

を考えた上で、実用的に使える英語力を身につ

け、英語運用能力のうち、特にリーディングと

ライティングの技能を発展させていく。

英語 Ⅰ B

平易な英語のリスニング・スピーキング・プレ

ゼンテーションの演習を通して、英語理解のた

めの基礎的な知識（基本文型的分析や文法的知

識・基本単語・成句など）を整理し、英語の表

現方法と日本語の表現方法の違いを考えた上

で、実用的に使える英語力を身につけ、英語運

用能力のうち、特にリスニングとスピーキング

の技能を発展させていく。

英語 Ⅱ A

スキミング、スキャニング、主題の把握、推論

など、効果的に英文を読むために欠かせないリ

ーディングスキルの修得をめざす。また、必要

なリーディングスキルを用いて、さまざまなト

ピックについての読み物を読み、演習問題など

を通して、それらトピックに対する自分の意見

を表現できるライティング能力を向上させるこ

とをめざす。

英語 Ⅱ B

効果的に英語を聞きとるために欠かせないさま

ざまなリスニングスキルの修得をめざす。それ

らのリスニングスキルを用いて、さまざまなジ

ャンルのリスニング教材を聴き、演習問題など

を通して、それらトピックに対する自分の意見

をプレゼンテーションできる能力を向上させる

ことをめざす。

2. 教養教育科目群

▼ 現代社会とそのルーツを探る ▼ 社会のなかで自立して生きる ▼ 地域の価値を知る ▼ 心とからだの健康をはぐくむ

▼ 自然と共生する ▼ 異文化との共生

知へのマインドセット

本科目は、本学の教養教育課程全体の基盤的科

目のひとつであり、本科目で学んだ基礎の上

に、その後の教養教育課程に設定する多様な科

目の学びを重ねることにより、「社会を構成す

る知的市民としてのマインドセット」の獲得を

めざすものである。また、本科目を受講するこ

とにより、本学の教学理念を理解したうえでそ

の後の学びを進められるようにするための科目

としても位置付ける。そのため、まずは本学の

教学理念を学んだうえで、本学に設置する多様

な学部から、それぞれの学問領域の基礎を学

び、各学問領域を学ぶ意義を理解する。

（オムニバス方式／全14回）

現代社会とそのルーツを探る

歴史から学ぶ

概要：歴史学の学問としての方法論を知るとと

もに、多様な視点から事象を理解する姿勢を身

につける。世界史と日本史分野の教員が担当

し、歴史学を学ぶうえで必要な学問的方法論に

ジェンダーとダイバーシティ

ジェンダーは人種・民族・階級とともに、人間

の歴史的経験を作り上げる最も基本的な要素で

ある。この科目では社会・文化・政治・宗教・

教育において、ジェンダーがどのように作用し

現代のメディアと表現

今日、日本のメディア・コンテンツは世界的な

文化として高く評価されつつある。その理由は

いくつかあるが、もっとも重要なのは、単なる

サブ・カルチャーの域を出て、現代文明に対す



ついての理解を深める。授業においては特に日

本と異文化の接触・交流の視点や、文献史学以

外の学問研究の視点に留意するとともに、史料

を的確に読む重要性について徹底的に講義す

る。

てきたかを考察する。また、人間の差異によっ

て作りだされる支配関係を明らかにするジェン

ダーの視点を用いて今日的な課題を考える。

る警鐘を鳴らすような、知的水準の高い創作活

動を実現していることがあげられる。その意味

では、かつての純文学とよく似た役割を、日本

の映像メディアは今や担っている。こうした観

点に立って、日本の映像文化について考える。

宗教学概論

宗教とはいったい何なのか、そして人はなぜ宗

教を求めるのか、といった問題を考えることを

通じて、私たちは宗教とどのように向き合って

いくのがもっとも適切なのかについて、自分な

りの考えを形成する。具体的には、客観的で科

学的な立場から、宗教の歴史を概観し、有神論

と無神論、創唱宗教と自然宗教といった分類の

しかたなどを考察する。

国際関係入門

グローバル化の進展した今日では、ヒト・モ

ノ・カネの移動を身近に感じ、国内のあらゆる

事象が国際社会と密接につながっている。本科

目を通じて、国際関係を理解するうえで基礎と

なるものの見方・考え方や、複雑化・多様化す

る現代の国際関係を的確に捉え、問題解決に向

けて自ら思考し解決策を見出す力を養うことを

目標とする。

社会のなかで自立して生きる

日本国憲法

日常生活のなかで見え隠れするさまざまな社会

的な問題を考え、対処をするために必要な、日

本国憲法に表された基本的な思考を身につけ

る。また、これを理解するために必要な基本的

知識を身につけることを目標とし、基本的な事

柄をできる限り分かりやすく解説していく。

私たちのくらしと行政

国と自治体の行政活動と社会問題の繋がりにつ

いて説明できるようになる、行政に関する制度

について市民社会との関係のなかで理解し説明

できるようになる、公共政策の実際について分

析し説明できるようになることを目標とする。

行政は変化し続ける社会への対応を迫られてお

り、その果たすべき役割は、社会との関係のな

かで問われている。そのため、行政と外部との

関係に着目しながら学んでいく。

地域の価値を知る

京都の歴史・文化 Ⅰ

京都の複合する遺跡から京都の歴史と文化を探

る。考古資料をもとに京都の地下の文化財に触

れ、京文化の根源を学び、探り、理解し、考え

てみる。そして京都の遺跡からわかる歴史と文

化の表現方法の取得に向う。平安京以前から

の、京都の遺跡を学習する。適宜、歩き探る京

都を紹介する。

京都の歴史・文化 Ⅱ

本科目は、京都橘大学と総本山醍醐寺の学術交

流協定に基づく科目である。京都に伝わる文化

財が、いかにして伝承されてきたかを学ぶ。同

時に文化財を生み出した京都の文化とその将来

を考える。現代まで受け継がれてきたさまざま

な文化について講義する。さらに醍醐寺に残る

文化財、信仰行事に接する機会を設け、日本文

化について考察を進める。

文学と京都

古典から近現代文学まで、京都が小説でどのよ

うに描かれ、そのなかでどのような物語が生成

されてきたかを考える。21世紀の作家の小説の

なかで、京都を舞台とし、学生（主に大学生）

が登場する作品を読み、近代の名作との共通点

と相違点を考える。

心とからだの健康をはぐくむ

健康に生きる

「健康」「生きる」「健康に生きる」について、

政治、経済、文化、社会、教育、保健医療シス

テム等、さまざまな視点から現象をとらえ、自

分自身の健康に生きるについて考えることはも

ちろん、家族、コミュニティ、日本国内、世界

の健康に生きるについても考える。

スポーツコース Ⅰ

ソフトバレーボールと6人制バレーボールを教

材として基礎体力と技術のスキルアップを図

り、またスポーツの必要性を学び、自己の健康

管理や怪我なく楽しく運動するために最も必要

なルールやマナーを身につける。同時にグルー

プ（チーム）を通し、コミュニケーション・ス

キルの向上を図る。

スポーツコース Ⅱ

生涯スポーツの必要性を学び、スポーツの実践

をとおして、自己の健康管理ができる基礎能力

を養う。特にレクリエーションスポーツを中心

に楽しく運動することができる習慣と能力を身

につける。 バドミントンと卓球の基本的な技

術練習とルールの理解から始め、シングルスお

よびダブルスでのリーグ戦形式でのゲームを中

心に行う。

心理学概論

「こころ」は誰もが毎日働かせているものであ

り、対人関係や社会生活について考えるうえで

も「こころ」を抜きにすることはできない。こ

うした身近な存在であるがゆえに、関心を持つ

人は多いが、誤解されることや表層的な理解に

とどまることも多いと考えられる。そこでこの

科目では、自然科学の一種としての心理学の全

体像を概観する。そのことで、受講者の持って

いた興味や関心が正確な知識とつながり、さら

に自らで考えることができるようになるための



基礎づくりを目標とする。授業では、生理、知

覚、認知、社会、教育、発達、人格、臨床とい

った心理学の諸分野にわたって広く概説し、心

理学の基礎的な知識や、その考え方を身につけ

られるように進めていく。

自然と共生する

地球の環境と自然

政策と個々人の取り組みとの両面から、環境問

題の解決に向けた取り組みについて考察する。

環境問題を発生させ拡大させる社会的な要因に

ついて分析し、それらへの対応策について研究

する。そして、個々の生活と環境問題の関係性

について学び、さらに市民、NPO、行政、企

業などの多様な主体が連携して進める持続可能

な社会に向けた取り組みの現状と課題について

学ぶ。

生命と生態系

地球の誕生から現在に至るまでの地球と生物の

歴史を学ぶ。そのなかでも特に、人類が進化・

発展してきた第四紀と呼ぶ現代社会と密接に関

係する時代を、人類の諸特徴とともに、氷河の

消長、海水準変動、植生変遷などの古地理に係

る変遷、および生物地理と人類の拡散などの事

象を通して理解することを目標にする。これら

は地層そのものと地層中に含まれる化石や考古

遺物などの証拠に基づくものであるから、層序

と地層の対比、地質学・堆積学の諸法則、化石

の二面性、堆積と浸食、堆積構造と変形構造な

どの地層学の基礎事項の理解を図るとともに、

現代生活にも係る火山噴火や地震、土石流など

の地盤災害の事例と、その原因も合わせて学習

する。

異文化との共生



文化人類学

我々人類は、多様な生活習慣をもち、さまざま

な文化を形成している。文化人類学は人間の科

学といわれ、個別文化の調査・分析から文化の

普遍的な法則を見つけ出し、そこに表れる人間

行動の諸相を明らかにすることを目的としてい

る。本科目では、まず、文化人類学がどのよう

な学問なのかを理解することから始め、その研

究史、研究視角、調査方法について解説し、さ

らに具体的な研究事例も取り上げる。

比較文化論

世界は「謎」に満ちている。私たちの想像や理

解を超えたことが頻発している。そうした

「謎」を、自分には関係ないと簡単に退けず、

自分を、そして自分を形作ってきた「文化」と

いうとらえどころのないものを理解する最良の

機会と考えられるようになれたら――これがこ

の科目の最大の目標である。世界で起こってい

るさまざまな問題の背景にある文化、価値観、

思考様式を知り、そうした問題と自分がどう関

わるのかを考えることを通して、さまざまな文

化について理解するとは、すなわち自分が変わ

ることであることを理解する。

異文化コミュニケーション論（人文）

本科目は、異文化を実際にどのように理解すれ

ばいいのかを考える。そして、諸外国の文化や

歴史を理解することの重要性と、それがまた日

本を理解する鍵となることを学ぶ。年表や各種

の歴史的な史料、新聞記事や写真、画像などを

紹介しながら進める。

言語コミュニケーション論

日常あらゆる人が行うコミュニケーションにお

いて、言語がどのような役割を担っているのか

を知る。言語を客観的に捉える姿勢を身につけ

る。言語学の諸分野について講義を行い、その

なかでコミュニケーション上の言語の役割につ

いて説明していく。

芸術と文化

芸術と文化の関わりなどについて、芸術の歴史

や哲学、美術、音楽など総合芸術をテーマとし

て学ぶ。また、美術や音楽、映像などの芸術を

鑑賞し、現在さまざまに試みられている芸術表

現などを取り上げ、芸術による文化発展の可能

性や問題について考察する。

英語 Ⅲ A

TOEICに出題される英文を題材にして、さまざ

まなトレーニング形式のアクティビティを行

い、TOEICの問題を中心とした演習を進めなが

ら英語運用能力を身につける。特に、リーディ

ング面の英語運用能力の向上をめざして、語彙

力の強化にも重点を置いた授業を展開する。

英語 Ⅲ B

TOEICに出題される英文を題材にして、通訳・

リピーティング・ディクテーションなどのさま

ざまなトレーニング形式のアクティビティを行

い、TOEICの出題形式の演習問題を行いながら

英語運用能力を身につける。特に、リスニング

面に重点を置いて、さまざまなジャンルの英語

の聞き取り能力の向上をめざす。

英語 Ⅳ A

日常的な話題について質問・応答ができる表現

力、基本的な文法・語彙を使って文章が書ける

作文力の修得のため、TOEICに出題される英文

を題材にして、音読・通訳・リピーティング・

ディクテーションなどのさまざまなトレーニン

グ形式のアクティビティを行っていく。

英語 Ⅳ B

さまざまなトピックについて英語でプレゼンテ

ーションができる表現力の修得のため、さまざ

まなトレーニング形式のアクティビティを行っ

ていく。さらに、プレゼンテーションに対し

て、適切なコメントや質問をする能力も身につ

くようにしたい。

中国語 Ⅰ

中国語の発音と文法の基礎を身につけるため、

数字、人称代名詞、名詞、動詞の文、疑問文、

疑問詞、形容詞の文、助数詞、時間、年月日、

時刻、前置詞の表現などの各種の練習をする。

中国語 Ⅱ

中国語のさまざまな基本短文を作ることができ

るように、変化、完了、進行、持続、経験を表

す表現、助動詞、補語、比較形、受身と使役な

どの表現方法を学ぶ。

中国語 Ⅲ

中国語の長い文章に慣れることを目的として、

文章を読み進める練習と、一字一句の意味をき

ちんと確認する方法を併用しながら、易しい文

章を大量に読むことによって、まず中国語に慣

れることをめざす。文章の内容は、日本や中国

の観光地、歴史的事件、食べ物、祝日などを題

材にする。

中国語 Ⅳ

基礎的な文法を踏まえて、聞き取りの練習、自

由表現の練習、対話の練習などを繰り返しなが

ら、中国語でのコミュニケーションができるこ

とをめざす。毎回の授業で、中国の文化、習

慣、生活、最新ニュースを紹介する。

韓国語 Ⅰ

初めて韓国語を学ぶ人のために、文字の仕組み

から親しんで、発音法則を理解するほか、挨拶

や正確な文章の読みなどを徹底的に学習する。

なお、韓国文化を理解してもらうために、韓国

人の生き方・歴史・社会・文化、特に食文化な

どにも触れる。

韓国語 Ⅱ

韓国の文字と発音をマスターした人が、次に進

む段階として、ここでは文法＋会話＋講読に重

点を置き、基礎文法と基礎会話力を固めると同

時に、簡単な読み書きができるように学習す

る。また、韓国の文化に関わるものを講読のテ

キストとし、韓国の文化に親しむ。

韓国語 Ⅲ

会話＋講読＋聴解力＋作文に重点を置く。韓国

語Ⅰ・Ⅱで学んだ力を生かして、表現力を増や

し、より自然な会話の習得をめざす。聴解力の

アップとあわせて、場面ごとに正確な会話がで

きるように進め、また日常よく使う表現を作文

できるように学習する。

韓国語 Ⅳ

韓国語だけで授業を行い、自由会話を中心に聴

解力をつけ、韓国の中学生以上の会話運用能力

をつけるために学習する。この授業では、自由

会話＋スピーチができることを目的とし、学生

たちによるスピーチと韓国映画鑑賞によってそ

の力を身につける。

フランス語 Ⅰ

フランス語の発音と、文法の重要な規則のう

ち、もっとも基礎的な部分を学び、それを用い

た短い文を聴き、話し、読み、書く力を修得す

る。

フランス語 Ⅱ

フランス語の発音、文法などの基礎知識を踏ま

えて、やや高度な文法事項を学び、それらを用

いた文を聴き、話し、読み、書く力を身につけ

る。

ドイツ語 Ⅰ

ドイツ語のもっとも基本的な規則（発音の仕方

と文法）を一つずつ学ぶ。できるだけ多く反復

練習（リーダーの講読、教科書の練習問題、そ

ドイツ語 Ⅱ

ドイツ語Ⅰで学んだ規則をもとに、新たな規則

修得の段階に進む。ドイツ語Ⅰと同様に、リー

ダーの講読、練習問題、作文をできるだけ多く



の規則を含む短い作文など）をとり入れ、一つ

ひとつの規則を確実に身につける。

とり入れ、規則を一つひとつ確実に身につける

ことを主眼とする。

外国語臨地演習

外国語を、実際に使われている土地で学び、運

用能力を高めるための科目である。中国、韓国

などの協定大学で寮生活を送りながら、およそ

1ヵ月のプログラムを学修する。授業は午前中

で、午後に適宜見学などが配置されている。プ

ログラム終了直前には、文化遺産見学ツアーも

予定される。

日本語 Ⅰ（外国人留学生科目）

概要：週2回の授業を「読解・作文」と「理

解・会話」の2つに分け、日本での生活全般お

よび大学での学習に必要な基礎的な理解力・表

現力を身につける。

（オムニバス方式／全28回）

日本語 Ⅱ（外国人留学生科目）

概要：週2回の授業を「読解・作文」と「理

解・会話」の2つに分け、日本での生活全般お

よび大学での学習に必要な基礎的な理解力、表

現力をさらに高めていく。

（オムニバス方式／全28回）

日本語 Ⅲ（外国人留学生科目）

概要：週2回の授業を「読解・作文」と「理

解・会話」の2つに分け、日本での生活全般お

よび大学での学習に必要とされる高度な理解

力、表現力を身につけていく。特に語彙を増や

すこと、多彩な表現を身につけることに重点を

置く。

（オムニバス方式／全28回）

日本語 Ⅳ（外国人留学生科目）

概要：週2回の授業を「読解・作文」と「理

解・会話」の2つに分け、日本での生活全般お

よび大学での学習に必要とされる高度な理解

力、表現力を身につけていく。各自の専攻に関

わる論文の読み方、書き方を学ぶことを重点と

する。

（オムニバス方式／全28回）

日本事情 Ⅰ（外国人留学生科目）

さまざまな読みものを読むことを中心に、新

聞、DVDなどの副教材も活用して、現在の日本

と日本人についての知識を身につける。また、

発表やディスカッションを通じて、日本と日本

人の今について考える。

日本事情 Ⅱ（外国人留学生科目）

さまざまな読みものを読むことを中心に、新

聞、DVDなどの副教材も活用して、現在の日本

と日本人について、より豊富な知識を身につけ

ていく。また、発表やディスカッションを通じ

て、日本と日本人の今について考える。

日本事情 Ⅲ（外国人留学生科目）

さまざまな読みものを読むことを中心に、新

聞、DVDなどの副教材も活用して、現在の日本

の社会と経済についての知識を身につける。ま

た、発表やディスカッションを通じて、日本の

社会や経済への理解を深める。

日本事情 Ⅳ（外国人留学生科目）

さまざまな読みものを読むことを中心に、新

聞、DVDなどの副教材も活用して、現在の日本

の社会と経済について、さらに豊富な知識を身

につける。また、発表やディスカッションを通

じて、その理解を一層深いものにしていく。

日本文化演習 Ⅰ

日本の文化への理解を深めるため、まず授業で

歴史的建造物、史跡、民俗行事、習慣、料理な

どに関する文章を読み合わせし、次にこれら建

造物や行事の見学や、料理等の体験を行う。

日本文化演習 Ⅱ

日本の文化への理解を深めるため、まず授業で

歴史的建造物、史跡、民俗行事、習慣に関する

文章（Ⅰよりやや高度な文献）を読み合わせ

し、次にこれら建造物や行事を実際に見学す

る。

（3）キャリア教育科目群

▼ 自律型キャリアの育成 ▼ 産学公連携教育 ▼ キャリア構築支援

自律型キャリアの育成

キャリア開発基礎講座

数学の基礎や国語の基礎に関する学修を通した

「基礎学力の向上」と、グループワークを通し

て「チームで成果を出すためのマインドセット

を理解すること」を目的とする。具体的には基

礎的な公務員試験問題を題材として、授業に取

り組んでいく。

キャリア開発演習 Ⅰ

受講生が自身の大学生活を方向付ける「自律的

な大学生活づくり」をテーマとする。キャリア

に関する基本的な理論を理解しつつ、充実した

大学生活を送る先輩の姿に学び、自身の大学生

活をどのようなものにしていくかを言語化す

る。自ら挑戦し、挑戦を通じて自らを変えてい

く心的態度を持った自律的な学習者になること

をめざす。

キャリア開発演習 Ⅱ

受講生が自らの将来像を具体化することができ

る「自律的な将来像づくり」をテーマとする。

仕事（業界・業種・職種等）と働き方の多様性

を知ると同時に、世の中で活躍する社会人がど

のように自身のキャリアを構築してきたかを事

例として学ぶことを通じて、自身のキャリア観

を具体化し、大学生活の過ごし方を再考する。

キャリア開発演習 Ⅲ

受講生がインターンシップをはじめとするこれ

までの経験から自身の特徴を描き出す「自律的

な自分像づくり」をテーマとする。これまでの

大学生活を振り返って、自身が学んできたこ

と、できるようになったことを言語化し、自身

の強みや弱み、将来の方向性について再考す

る。

キャリア開発演習 Ⅳ

受講生自身が納得できる進路決定ができるよう

「自律的な就職活動づくり」をテーマとする。

就職活動に挑戦していくなかで、自身の将来像

や特徴の言語化を円滑に行えるようにする。具

体的には、就職活動計画の立案、エントリーシ

ート作成や面接対策を行い、自らの就職活動を

マネジメントしていく力を養う。



産学公連携教育

インターンシップ Ⅰ

キャリア意識醸成、業種・仕事理解の促進およ

び、コミュニケーション能力、計画・実行力等

の汎用的能力育成を主な目的とする。事前研修

として、個人目標設定、ビジネスマナー・コミ

ュニケーション研修、業界・業種研修などを実

施した後に、各事業所にて、40時間以上の就業

体験を行う。事後研修では、経験の振り返りの

のち、必要な講習を実施のうえ、報告書の作成

やプレゼンテーションを行う。

インターンシップ Ⅱ

キャリア意識醸成や汎用的能力の獲得に加え、

学部の学びに関連する専門的職業・職種の理解

や専門能力の深化を目的とする。事前学習で

は、個人目標設定やビジネスマナー・コミュニ

ケーション研修に加え、学部の学びに深く関連

する業界・職種についての調査を行う。その

後、各事業所にて、学部の学びに関連した40時

間以上の就業体験を行う。事後研修では、経験

の振り返りののち、必要な講習を実施のうえ、

報告書の作成やプレゼンテーションを行う。

海外インターンシップ

国際理解、キャリア意識醸成およびコミュニケ

ーション能力、計画・実行力等の汎用的能力獲

得を主な目的とする。事前学習で個人目標設置

や海外での生活・就業に向けて必要な研修を実

施した後、海外に滞在し、１週間程度の語学研

修および３週間程度の就業体験を行う。帰国後

には、海外での滞在、就業経験を踏まえ、事後

学習会や報告発表会でのプレゼンテーションな

どを実施する。

クロスオーバー型課題解決プロジェクト

キャリア意識醸成やコミュニケーション能力、

計画・実行力等の汎用的能力育成に加え、学部

の学びに関連する専門能力の深化を目的とす

る。学部・学年を越えた学生が専門性を共有

し、企業等からの課題に取り組む。授業では、

社会人として必要な基礎知識や能力を身につけ

る研修や、企業等・業界研究を行った後、企業

等から提示された課題にチームで取り組み、プ

レゼンテーションを行う。

ワークエクスペリエンス

キャリア意識醸成、業種・仕事理解の促進およ

び、コミュニケーション能力、計画・実行力等

の汎用的能力育成を主な目的とする。前半で

は、個人目標設定、ビジネスマナー・コミュニ

ケーション研修、業界・業種研修などを実施す

る。後半では、必要な研修を実施のうえ、企業

研究書や報告書の作成やプレゼンテーションな

どを行う。履修中には、企業などが独自に募集

を行うインターンシップなどへの参加を推奨す

る。また、必要に応じてキャリアセンター訪問

を指導する。

キャリア構築支援



教職入門

教育とは何か、学校とは何か、教科指導の在り

方、教員の果たす役割とその意義はどこにある

かを、教員の体験や視聴覚資料から学ぶ。ま

た、学級活動や総合的な学習の時間や特別の教

科である道徳科など、最近の教育動向について

学ぶ。最後に学校教育を支える教育行政の役割

を中心に、教員の研修と服務について学ぶ。

教育原論

教育とは何か、何をもって教育(制度)と呼ぶの

か等、まず教育に関する基本的な概念の検討を

行う。続いて、西欧諸国における教育思想の発

展および近代学校制度の成立と発展について、

そして明治期以降のわが国における教育制度の

発展について概説し、教育史に関する基本的な

事項の理解をめざす。最後にまとめとして、現

代日本の教育課題について総合的な観点から考

察を行う。

教育心理学

子どもの指導、援助に関わるうえで必要な発達

や学習、パーソナリティーなどの教育心理学の

知識について学び、具体的な指導場面に即した

教育心理学の知識や考え方、技術の習得をめざ

して授業を行う。対象である子どもの発達的特

徴を絶えず念頭において、指導や援助の問題を

考える。

特別支援教育論

特別支援教育の制度と対象を理解する。また、

教育の場や形態の違い（通常の学級、通級によ

る指導、特別支援学級、特別支援学校）によっ

て教育課程や教育方法が異なることを知り、適

切な支援を継続的に提供するために、一人ひと

りのニーズに即した個別の指導計画や個別の教

育支援計画が果たす役割を理解する。さらに、

異なる学校間や関係機関との連携を実現するた

めの仕組みについて考える。

総合的な学習の時間の指導法

中学校・高等学校における総合的な学習の時間

の実施にあたって、その全体的な計画の立案、

年間指導計画の立案、単元計画の立案、その実

施、実施後の評価等のあり方について学ぶ。そ

れらに基づいて、実際に総合的な学習の時間の

授業の計画立案の具体例についても学ぶことを

通じて総合的な学習の指導法について力量を獲

得していく。

教育相談

教育相談は、「児童生徒それぞれの発達に即し

て、好ましい人間関係を育て、生活によく適応

させ、自己理解を深めさせ、人格の成長への援

助を図るもの」とされている。この科目では、

教育相談に必要な知識について学ぶとともに、

教師に求められるカウンセリングマインドの実

践力を身につけることを目標とし、中等教育の

現場で出会う生徒の問題についてよく知り、生

徒とその保護者への支援のありかたについて考

えを深め、実践力を身につけていく。

教育制度論

現代の学校教育に関する制度的事項について、

基礎的な知識を身につけるとともに、それらに

関連する課題を理解する。教育制度は、教育に

関する法規に基づき成立し、その背景の思想が

制度を歴史的・社会的に成立させる。日本にお

ける教育制度の変遷を学習するとともに、それ

らを構成する制度の仕組みの展開や問題を検討

する。また、学校と地域との連携に関する理解

および学校安全への対応に関する基礎的知識も

学習する。

教育課程論

教育課程の意義、果たす役割、および、教育課

程に関わる基本的な概念について理解し、教育

課程編成、授業づくりに関わる基礎的知識を身

につけるとともに、授業づくりやカリキュラ

ム・マネジメントのために必要な力量の基礎を

養う。

道徳教育の理論と方法

学校教育を通して、自然と社会性と道徳性をど

う身につけていくのかという課題に対して、歴

史的および理論的な視点から考察する。さらに

そうした考察・探求を、具体的な道徳教育（授

業）の実践例の分析を通じて深めていく。終盤

は道徳授業の構想づくりから授業プランづくり

までできる力量を習得できるような実践的な授

業になる。

特別活動論

特別活動の意義や役割を理解し、その内容の具

体的な活動事例（学級活動の指導、行事に関わ

る指導、安全指導等）を通して生徒の自主的、

自律的な態度を育成する指導のあり方を学ぶ。

講義のほかレポート作成、小集団討議を取り入

れ、将来学校現場において役立つような具体

的・実践的な内容とする。

教育方法論

80年代以降の日本の教育実践のなかから典型

的な授業と教材を選び、受講生に可能な限り追

体験してもらいながら、教育方法学の蓄積して

きたカテゴリーシステムを活用して学習者が主

体的・対話的で深い学びができる授業の要件を

理解させる。

生徒・進路指導

生徒指導の意義と必要性、生徒指導の領域と内

容、生徒指導の組織と計画など概念上の理解を

深めたうえで、生徒指導の今日的課題に気づき

学校現場での具体的な生徒指導事例を分析でき

ることをめざす。また、キャリア教育の理念や

キャリア発達の指標を理解したうえで、中等教

育段階でのキャリア教育のあり方を学ぶ。

教育実習指導

教育実習は、大学での教職科目および専門科目

等で身につけた教育に対する知見を、実際の教

育現場で実証する意義ある機会である。授業実

践のみならず生徒への影響の重大さを認識し、

教育実習に対する基本的な心構えや技能を身に

つけ、実習後の反省と総括から、今後に向けて

の展望がもてるようにする。

教職実践演習（中等）

4年間の学びをまとめ、大学での学習と教育現

場での体験を振り返る。具体的な振り返りの視

点は、次の5点である。(1）子ども理解（①子

どもの発達、②子どもを取り巻く社会と環

境）、（2）各教科の指導、（3）実践的な知識と

技能（①学級経営、②生徒指導）、（4）コミュ

ニケーション（①学校における個人の役割、②

地域・保護者との関係）、（5）教育的愛情。以

上の視点に基づいて、4年間の学びを振り返

り、到達状況を確認し、そのうえで、必要な知

識と技能について補完する。そして、今後、ど

のような知識と技能を習得することが必要なの

かを明確にする。

教育実習 Ⅰ

中学校・高等学校における教育実習。学校現場

での実習を通して、学校教育についての正しい

理解を深め、教員の役割や指導についての適切

な認識と技術を身につけ、教員としての人間性

を高めることをめざす。そのために、以下の点

を目標とする。①実習校での学校づくりの内容

を具体的に知り、そこにこめた願いをつかむこ

と、②大学で学んでいることがらを、教育現場

の具体的な取り組みを通して検討し、さらに深

めること、③教員として、社会人として自らを

成長させていくうえでの課題をつかむこと。

教育実習 Ⅱ 学校等体験活動 体育理論



中学校・高等学校における教育実習。学校現場

での実習を通して、学校教育についての正しい

理解を深め、教員の役割や指導についての適切

な認識と技術を身につけ、教員としての人間性

を高めることをめざす。そのため教育実習 Ⅰ

と同様に、以下の点を目標として実習に取り組

む。①実習校での学校づくりの内容を具体的に

知り、そこにこめた願いをつかむこと、②大学

で学んでいることがらを、教育現場の具体的な

取り組みを通して検討し、さらに深めること、

③教員として、社会人として自らを成長させて

いくうえでの課題をつかむこと。

前半は、学校等体験活動について概略を学ぶ。

その際、学校と教育をめぐる諸課題について討

議し、学校への理解を深める。後半は、学校等

体験活動経験を総括し、発表や互いに交流する

なかで、その後の大学での学修課題を明確化す

る。

体育科教育の概要とスポーツ文化の継承・発展

を考えるため、体育科教育の概要を理解すると

ともに、体育やスポーツについて、文化的、社

会的、歴史的側面の理解を深める。これらを踏

まえ、体育やスポーツについて理解する力、仲

間ととも考える力、創造する力を身につけるこ

とを目標とする。授業では、近代スポーツの成

立と変遷を、文化的・社会的背景を視野に入れ

て講義する。

福祉とボランティア

社会学の一分野としての社会福祉とその歴史を

学習してから、住民参加やボランティアの諸形

態とその意義・限界を理解する。 社会学の一

分野としての「福祉」と「ボランティア」につ

いて、基本的な考え方と知識を学び、福祉制度

への理解を深めるなかで、一人ひとりがどのよ

うに共生社会づくりに関われるかを考える。ま

た、教育の基本である「人間の尊厳」への気づ

きと理解を深める。

人権と教育

今日、同和問題、子どもや女性、障害者問題な

ど、多様な人権問題が指摘されているが、相互

の関係性も含めてそもそも人権問題とは何か、

その基本的認識についての理解をはかり、これ

からの人権教育のあり方について考える。

社会科教育法 Ⅰ

中学校社会科の歴史、目標、内容、方法を学

び、授業プランづくり、模擬授業を通じて社会

科教育への基本的な理解を深める。社会科につ

いて戦後社会科の誕生（前史を含む）から現在

までの歴史、学習指導要領の変遷、社会科教育

実践のあゆみ、中学校教科書論、教材論、授業

論を深める。

社会科教育法 Ⅱ

教育実習での研究授業を念頭において、①「学

習指導案（細案）」を作成することができる。

②授業実践の模擬体験を通して、授業技術の基

礎を身につける。③授業実践および相互批評を

行うことを通して、授業研究や授業改善の方法

を知ることを目的とする。前半は、社会科の教

科書研究、教材教具づくり、授業方法、学習指

導案について概略を学ぶ。後半は小集団または

個人によって教材を開発し、学習指導案を作成

し、模擬授業実践から相互批評を行い、授業力

向上のための授業研究方法までを学ぶ。

社会科教育法 Ⅲ

中学校の社会科の歴史とすぐれた社会科実践の

分析を行うなかで、教材づくりの視点と方法を

学ぶ。個人または小集団学習を取り入れ、主体

的で対話的な深い学びの実現のために、さまざ

まな授業方法や体験活動、ICT機器の活用がで

きるようになる。

社会科教育法 Ⅳ

中学校の社会科の地理分野を中心に、中学校学

習指導要領（地理的分野の目標、内容）、中学

校の地理的分野の教科書構成を検討し、学問領

域との関係を理解するとともに、生徒の興味・

関心を引き出しながら、発展的な学習内容を意

識しつつ、地理的な見方や考え方を培うための

地理的分野の教材開発と授業づくりの方法を学

ぶ。

公民科教育法 Ⅰ

多様化する現代社会について理解を深め、民主

的で平和的な国家・社会の有為な形成者として

必要な公民としての資質を養うために、高校公

民科教育の意義や内容についての理解を深め

る。特に、高校での公民科の授業を追体験する

ことで、カリキュラム作成、教材開発、授業評

価の実際を学ぶ。

公民科教育法 Ⅱ

模擬授業づくりを通して、教材開発の手法とカ

リキュラムデザインの実際を学ぶ。「現代社会」

「政治経済」「倫理」のなかから模擬授業を行

い、授業後、授業研究を行う。

学校図書館メディアの構成

学校図書館メディアの構成に関する理解および

実務能力の育成と、学校図書館メディアの専門

職である司書教諭としての基本的な知識を獲得

することを目標とする。まず、高度情報社会に

おける学習環境の変化に伴うメディアの教育的

意義と役割について論じ、同時に各種メディア

の種別と特性について説明し、理解を図る。次

に、より優れたメディアの構築について、さら

にメディアの組織化の意義と展開について講義

する。

読書と豊かな人間性

子どもが読書することの意義、子どもに読書を

薦める意義について自分なりの考えを持つ。ま

た、学校図書館における読書教育の方策につい

ての知識と理解を獲得する。子どもを本好きに

するために何ができるか、読書教育と環境につ

いて考えることを目標とする。子どもの読書の

意義について理解を深め、読書資料をジャンル

ごとに解説し、子どもを本好きにするためのさ

まざまな技術や方法についても学ぶ。

情報メディアの活用

メディア教育の在り方への考察を深めるととも

に、学校図書館メディアの特性を理解し、学校

図書館活動において各種メディアを活用するう

えで必要な知識とスキルを身につけることを目

標とする。現代社会におけるさまざまなメディ

アの特性を理解し、学校教育への活用について

確認する。メディアの利用に関わる情報活用能

力・メディアリテラシーや著作権の問題につい

ても考える。

学校経営と学校図書館

本科目が学校図書館司書教諭課程全体の総論的

な位置づけであることを踏まえ、まず学校教育

における学校図書館の果たす役割等、学校図書

館全般について論じ、基本的理解を図る。次

に、学校図書館経営の責任者としての司書教諭

の任務と職務を明確にし、校内の協力体制づく

り、司書教諭としての研修の重要性にふれる。

さらに、学校図書館メディア・学校図書館活

動・他の館種を含めた図書館ネットワーク等に

ついての基本的理解を図る。

学習指導と学校図書館 教職・保育職教養講義 Ⅰ 教職・保育職教養講義 Ⅱ



学習指導の基盤となる教育の理論を理解したう

えで、学校図書館メディアの活用方法を実践例

を見ながら考察する。教科学習における担当教

諭と司書教諭のコラボレーション、学習情報セ

ンターとしての学校図書館利用指導などについ

て事例を研究し、実際に自分で指導計画を作成

する。情報リテラシー育成の一端を担う学校図

書館活用の理論と実践のつながりを理解する。

これからの教職を志す者は、今日の学校教育に

おける、具体的な課題を主体的に考察し、認識

を深める資質・能力を身につける必要がある。

そのために、この科目では、現在の学校教育を

めぐる基本的課題を取り上げ、多角的・複眼的

に考察し、学校教育の現状についての認識・理

解を深め、実践的な課題克服の方途を主体的に

考える力を身につける。

これからの教職を志す者は、教員採用試験のた

めに、学習指導要領の改善点を単に暗記するだ

けではなく、改訂の趣旨および背景(例えば、

教育基本法の改正、学校教育法の改正など)も

含めて理解し、教師としての実践力として身に

つけることが大切である。また、将来教師とし

て採用された後も、学習指導要領をはじめ、国

レベルで出される答申や通知、報告等を歴史的

視点で継続的に理解し、時代の変化に対応でき

る資質・能力を身につけることを目標とする。

教職・保育職教養講義 Ⅲ

中央教育審議会答申は、教育の専門家としての

確かな力量として具体的に「子ども理解力」

「児童・生徒指導力」「集団指導の力」「学級づ

くりの力」「学習指導・授業づくりの力」「教材

解釈の力」などを掲げている。この科目では、

これらの知識や技能を身につけることはもちろ

んのこと、これらに加えて客観的論理に基づい

た自己の考え方や、その論理から導き出された

具体的な教育実践について、発信できる資質や

能力を身につけることを目標とする。

教職・保育職教養講義 Ⅳ

学校の教育活動は、PDCAという教育サイクル

がスパイラルに繰り返されながら、生徒のより

よい成長を願った指導が展開される。授業は、

生徒の実態を踏まえ、学習指導要領に示される

基本方針や授業時間数、各教科等の目標・内容

等を計画的に実施されることについて理解す

る。また、各教科等の内容・目標等および教科

等の系統性を理解し、学習指導案作成の基礎を

身につける。一方、教育評価の結果によって今

後の指導を改善し、さらに新しい指導の成果を

再度評価するという、指導に生かす教育評価の

基礎的・基本的な知識・技能を身につける。

生涯学習概論 Ⅰ

生涯学習および社会教育の本質について理解を

はかる。生涯学習という考え方が現代社会に生

まれるにいたった経過を理解し、法制や施設な

どその具体的内容を知ることを目標とする。わ

が国における生涯学習・社会教育の歴史的特質

の理解を基礎に、社会教育・生涯学習の法制と

行政、施設論、地域住民の諸階層の生活課題と

学習課題、学校教育、福祉と連携協力などの課

題について学び、学習活動への支援などについ

ての理解に関する基礎的能力を身につける。

生涯学習概論 Ⅱ

生涯学習を世界史的視野からとらえ、共通する

現代的課題の国際的動向を把握する。具体的に

は、ハンブルク宣言、イギリスやドイツの大学

と生涯学習、アジア諸国、特に中国・韓国の生

涯学習などについて学ぶ。

図書館概論

司書課程の導入科目として、わが国の公立図書

館を中心に学校図書館、大学図書館、国立国会

図書館、専門図書館等の制度、機能、現状や課

題を理解する。図書館の機能や社会における意

義や役割について理解を図り、図書館の歴史と

現状、館種別図書館と利用者ニーズ、図書館職

員の役割と資格、類縁機関との関係、今後の課

題と展望等の基本について学ぶ。

図書館情報技術論

図書館現場に即した実践的な知識・技術を身に

つけることを目標とする。情報技術と図書館サ

ービスをテーマに、図書館業務における情報機

器・情報技術の機能や利用、電子資料・デジタ

ル情報源等について解説する。図書館業務に必

要な基礎的な情報技術への理解を深め、情報の

流通・管理等に関する知識の修得を図る。

図書館サービス概論

「図書館サービスとは何か」を、さまざまな館

種における現実の図書館サービスに根ざしなが

ら、実証的に理解することをめざす。館種ごと

の図書館サービスを知り、その基盤となる考え

方や、図書館機能とその構造を理解することを

図る。具体的には、閲覧、資料提供、情報提

供、予約、リクエスト、読書案内、レファレン

ス、問題解決支援などの働き、さらに児童・ヤ

ングサービス、障害者、高齢者、多文化サービ

スなど、各種のサービスを扱い、それに関わる

著作権や接遇の基本について学ぶ。

図書館情報資源概論

本科目では、伝統的な印刷メディアと先端的な

電子メディアを紹介しながら、市民の要求に応

えてどのように蔵書を形成し、提供するかを知

る。また、出版流通に関する基礎的知識と電子

メディアの動向、資料の受入方法・蔵書管理の

在り方についての知識を修得する。印刷資料・

非印刷資料・電子資料とネットワーク情報資源

からなる図書館情報資源について、類型と特

質、歴史、生産、流通、選択、収集、保存、図

書館業務に必要な情報資源に関する知識等の基

本について学ぶ。

情報資源組織論

図書館における情報資源の組織化について、そ

の意義・目的・方法を学ぶ。印刷資料・非印刷

資料・電子資料とネットワーク情報資源からな

る図書館情報資源の組織化の理論と技術につい

て、書誌コントロール、書誌記述法、主題分

析、メタデータ、書誌データの活用法等につい

て学ぶ。

図書館制度・経営論

図書館の制度と図書館経営の意義と課題を併せ

て、最近の動向を理解する。図書館に関する法

律、関連する領域の法律、図書館政策について

解説するとともに、図書館経営の考え方、職員

や施設等の経営資源、サービス計画、予算の確

保、調査と評価、管理形態等について学ぶ。

情報サービス論

図書館における「情報サービス」とは何か、そ

の意義や利用者のニーズへの理解、情報サービ

スを支える情報源の種類や評価などについて理

解することを目標とする。図書館における情報

サービスの意義を明らかにし、レファレンスサ

ービス、情報検索サービス等のサービス方法、

参考図書・データベース等の情報源、図書館利

用教育、発信型情報サービス等の新しいサービ

スについて学ぶ。

児童サービス論

公共図書館や学校図書館における児童サービス

の意義を理解し、児童・生徒を「本好き」にす

るための方策について知識を深め、その技術を

理解することをめざす。児童（乳幼児からヤン

グアダルトまで）を対象に、発達と学習におけ

る読書の役割、年齢層別サービス、絵本・物語

等の資料、読み聞かせやブックトークなどの技

術、学校や地域との協力等について学ぶ。

情報サービス演習 Ⅰ

情報サービスの設計から評価に至る各種の業

務、特にレファレンスサービスにおける情報資

情報サービス演習 Ⅱ

メディアの多様化、情報通信手段の発展により

情報探索法も多様化している。大量・多様な情

情報資源組織演習 Ⅰ

情報資源組織業務について実践的な能力を演習

形式で身につける。主に単行資料書誌データを



源の選択を中心に、積極的な発信型情報サービ

ス（パスファインダーの作成）などの演習を行

い、情報サービスを実践できる能力を身につけ

る。

報のなかから要求に応じた情報を探し出すに

は、情報検索の基礎的な知識を基盤に、情報要

求を正確に把握して、適切な情報源を選択し的

確な検索戦略を立て実行する実践力が必要とさ

れる。この科目では、情報検索の基礎的理論に

ついての理解を深めるとともに、実際の質問例

に対する回答処理を演習して、主としてデジタ

ル情報源を用いた情報探索の技術・実践的能力

を身につける。

作成することにより、継続資料や電子資料等多

様な情報資源の書誌データを作成する能力を養

い、集中化・共同化による書誌データの作成

や、ネットワーク情報資源のメタデータの作成

も実践する。

情報資源組織演習 Ⅱ

多様な情報資源に関する書誌データの作成、主

題分析、分類作業、統制語彙の適用、メタデー

タの作成等の演習を通して、情報資源組織業務

について実践的な能力を身につける。この科目

では、上記のうち、主題分析、分類作業、統制

語彙の適用の演習を行う。

図書館情報資源特論

必修の各科目で学んだ内容を発展的に学習し、

理解を深める観点から、基礎科目に関する領域

の課題を選択し、授業を行う。ここでは「児童

サービス論」をテーマとする。図書館における

児童サービスのあり方について、一人ひとりの

発達の違いや好奇心に対応したさまざまな内容

や分野が児童資料にあることを学び、数多くの

児童書（絵本、児童文学、科学読物等）リスト

から、実際に「読むこと」を通して、「児童サ

ービス論」の内容を深める。

図書館施設論

概要：図書館活動・サービスが展開される場と

しての図書館施設について、地域計画、建築計

画、その構成要素等について学ぶ。代表的かつ

具体的な複数の事例について知り、具体的な施

設の実地見学を通じて、さまざまな角度から図

書館建築に関する知識を修得する。

（オムニバス方式／全7回）

図書館実習

図書館に関する科目で得た知識・技術を元にし

て図書館現場で実習することを通じて、仕事を

より深く理解し、今日の図書館が抱える課題に

ついても問題意識を深める。事前・事後学習の

指導を受けつつ、公立図書館業務を経験する。

実習は公立図書館で5日間（40時間）を基本と

する。

博物館学概論

博物館学の目的・方法・構成、博物館の定義等

（定義・種類・目的・機能）、博物館の歴史と

現状（内外の博物館の歴史・現状）、学芸員の

役割（定義、役割、実態）、博物館関係法令

等、博物館に関する基礎的な知識を理解し、専

門性の基礎となる能力を身につける。

博物館教育論

博物館教育の意義、博物館の利用と学び、博物

館教育の実際等、博物館における教育活動の基

盤となる理論や実践に関する知識と方法を習得

し、博物館の教育機能に関する基礎的能力を身

につける。

博物館情報・メディア論

博物館における情報の意義と活用方法および情

報発信の課題等について理解し、博物館の情報

の提供と活用等に関する基礎的能力を身につけ

る。

博物館資料論

博物館資料の収集、整理保管等に関する理論や

方法に関する知識・技術を習得し、また博物館

の調査研究活動について理解することを通じ

て、博物館資料に関する基礎的能力を身につけ

る。

博物館経営論

博物館の経営基盤、博物館の経営、博物館にお

ける連携のありかたを学ぶことを通して、博物

館の形態面と活動面における適切な管理･運営

について理解し、博物館経営（ミュージアムマ

ネジメント）に関する基礎的能力を身につけ

る。

博物館展示論

展示の歴史、展示メディア、展示による教育活

動、展示の諸形態等に関する理論および方法に

関する知識・技術を習得し、展示機能に関する

基礎的能力を身につける。

博物館資料保存論

概要：博物館における資料保存およびその保

存・展示環境および収蔵環境を科学的に捉え、

資料を良好な状態で保存していくための知識を

習得することを通じて、資料の保存に関する基

礎的能力を養うことを目標とする。博物館等に

所蔵の文化財資料について、その保存に関する

科学的手法を学ぶとともに、実際の博物館にお

ける実態を学ぶことで文化財保存とその環境、

博物館の役割について学ぶ。

（オムニバス方式／全14回）

博物館実習 Ⅰ

考古資料の実測図や古文書の取り扱いを学ぶこ

とを通じて、博物館における資料保存及びその

保存・展示環境及び収蔵環境を科学的に捉え、

資料を良好な状態で保存していくための知識を

習得する。

博物館実習 Ⅱ

概要：資料台帳カード作成と展示・体験学習の

プランニングを行う。さらに、これらの作業を

通して博物館業務の多様性を理解する。既存の

博物館の資料台帳カード、要覧、図録、ホーム

ページなどを参考に作業を進める。また、博物

館における美術工芸品の取り扱い方法と調査方

法を中心に講義を進め、学芸員に求められる知

識と技術の習得をめざす。

（オムニバス方式／全14回）

博物館実習 Ⅲ

博物館学芸員としての自覚と共通の基礎的技術

を身につける。特にどのような博物館において

も、二次資料としての写真、レプリカ、出版物

（編集物）などは日常的に用いられるものであ

るため、それらの基本的な知識を学ぶととも

に、小さな展示会を通じて実際の制作を行うこ

とで、理解を深めることを目標とする。また、

博物館の現場における実務を経験すること（館

生涯学習支援論 Ⅰ

学習者の多様な特性に応じた学習支援に関する

知識および技術の習得をめざし、学習支援に関

する教育理論、効果的な学習支援方法について

学ぶ。



園実習）によって、博物館への理解をより一層

深める。

生涯学習支援論 Ⅱ

学習者の多様な特性に応じた学習支援に関する

知識および技術の習得をめざし、学習プログラ

ムの編成、参加型学習の実際とファシリテーシ

ョン技法等について学ぶ。

社会教育経営論 Ⅰ

多様な主体と連携・協働を図りながら、学習成

果を地域課題解決や地域学校協働活動等につな

げていくための知識および技術の習得をめざ

す。社会教育行政と地域活性化、社会教育行政

の経営戦略、学習課題の把握と広報戦略、社会

教育における地域人材の育成等について学ぶ。

社会教育経営論 Ⅱ

多様な主体と連携・協働を図りながら、学習成

果を地域課題解決や地域学校協働活動等につな

げていくための知識および技術の習得をめざ

す。学習成果の評価と活用の実際、社会教育を

推進する地域ネットワークの形成、社会教育施

設の経営戦略等について学ぶ。

社会教育演習

社会教育主事の職務を遂行するために必要な資

質および能力の総合的かつ実践的な定着をめざ

す。具体的な地域課題等を題材とした社会教育

事業について、さまざまな学習方法を用いた内

容で企画・立案し、模擬実践を通じて、コーデ

ィネイト能力、プレゼンテーション能力等の基

礎の習得をめざす。

社会教育課題研究

社会教育は、地域を基盤に展開されてきた。

人々の学習は、取り巻く社会との関係を抜きに

語ることはできない。社会の変化が学習に影響

し、人々は学習を通して社会とつながるといえ

る。この授業では、社会教育計画策定の前提と

して、地域に根ざす学びとはどのようなものか

検討する。そのためには、現在の社会教育をめ

ぐる状況だけでなく、日本の社会教育の歴史に

ついても理解を深める。受講生には、対象地域

の教育計画や社会教育施設等における具体的事

例を調べて、発表してもらう予定である。

社会教育実習

社会教育・生涯学習の現場における経験を通し

て、地域における人々の学び合いの展開とそれ

を支える職員・学習支援者の役割について理解

を深めるとともに、社会教育主事の職務遂行に

求められる実践的な能力を身につけることをめ

ざす。

日本語教授法 Ⅰ

日本語教育を理解するうえで必要な基礎知識を

身につけることを目標とする。日本語教育の現

状、日本語教育の歴史、外国語教授法、日本語

教育の内容、言語の習得に関する内容を主に扱

う。授業で扱う内容によっては、課題発表を行

うこともある。

日本語教授法 Ⅱ

日本語教育の現場で必要となる、基礎知識を身

につけることを目標とする。コースデザイン、

ニーズ分析、カリキュラムデザイン、教材の種

類、特徴および構成、日本語指導の方法、指導

内容、評価法、異文化理解と日本事情などを主

に扱う。授業の内容によっては、課題発表を行

うこともある。

日本語教授法 Ⅲ

「日本語教授法 Ⅰ」「日本語教授法 Ⅱ」におい

て学んだ日本語教育の基礎技術を応用し、英語

などの媒介語を使用しない直接法で初級レベル

の授業が行えるようになることを目標とする。

初級レベル（主に初級前期）の授業を想定し、

実際に指導するための基礎的な技術を学ぶ。

日本語教授法 Ⅳ

これまで学んだ日本語教育の基礎技術を応用

し、初級後期・初中級レベルの授業が行えるよ

うになることを目標とする。初級レベル（主に

初級後期）の授業を想定し、実際に指導するた

めの基礎的な技術を学ぶ。

日本語教材研究

日本語教育の様々な教材を分析し、学習レベル

や学習目的による教材の特徴や違いを学ぶ。初

級教材、中上級教材を分析し、初級と中上級と

の相違点や扱われる内容の違いを理解する。年

代の異なる教材を分析し、年代による変化をつ

かむ。

日本語教育実習

日本語教育の学習には、実際に生徒を教える経

験が必要となる。留学生を相手にした日本国内

での実習のほかに、海外の協定大学等での実習

を行う場合もある。実習の前後には、事前、事

後学習を行う。

日本史概説 Ⅰ

中世以前の日本史について、より深く、かつ多

面的な理解を獲得する。原始時代から戦国時代

まで、日本史の流れを概観しつつ、各時代ごと

に政治・社会・文化などさまざまな分野のトピ

ックを取り上げていく。また、近年の研究動向

についても、できるだけ言及し、歴史イメージ

を相対化する視点を提供していく。

日本史概説 Ⅱ

政治・社会・経済・文化などさまざまな角度か

ら、中近世を中心に日本の歴史を概観する。時

間の流れを追いながら、歴史上の事象について

具体的に紹介するなかで、日本史の基礎的な知

識を確認し、歴史の現れ方、見方を考えてい

く。

東洋史概説 Ⅰ

一次史料を紹介しつつ、先秦時代から明清時代

までの中国の歴史を概観する。授業では、各回

それぞれの時代に特徴的な人物・集団などを取

り上げ、それらを掘り下げながら、その時代の

特徴を論じる。

西洋史概説 Ⅰ

ヨーロッパ・アメリカ世界を扱い、歴史を概観

する。主にローマ帝国の崩壊から始めて、カー

ルの戴冠による西欧世界の成立、さらに十字軍

時代のヨーロッパ世界の拡大までを概観する。

日本語学概説 Ⅰ

日本語学の基本的な概念や用語について理解す

る。特に、「音声・音韻」・「文字・表記」につ

いて、それぞれの研究内容や研究方法及び用語

について理解し、今後、日本語研究を進めるた

めの基礎的・基本的知識を習得する。

日本語学概説 Ⅱ

日本語学の基本的な概念や用語について理解す

る。特に、「語彙」・「文法」・「現代生活と日本

語（待遇表現、位相語、文章と文体、他）」に

ついて、その研究内容や研究方法及び用語につ

いて理解し、今後、日本語研究を進めるための

基礎的・基本的知識を習得する。

日本文学史 Ⅰ

日本の古典文学に対する基礎知識と教養を身に

つける。 諸作品に触れることで、日本古来の

日本文学史 Ⅱ

日本の近代文学に対する基礎知識と教養を身に

つける。主要作家・作品についての知識を得

日本語学講義 Ⅰ（日本語文法）

日本語のさまざまなルールについて概説し、日

本語学という学問で考察の対象となっているト



文化に興味を抱き、その豊かさについて学び、

時代にそって、日本文学の歴史と表現の特質を

学ぶ。文学史の概要を学び、教科書で作品を講

読し、さらに周辺作品についても学ぶ。

て、おおよその流れを理解し、日本の近代文学

を研究する際の問題意識を養う。 小説作品を

分析的・批評的に読む読解力を養い、作品につ

いての自分の感想や意見を発表する発信力を養

う。

ピックについて考える。授業のなかでグループ

ディスカッションを行い、日本語の法則性を議

論し、また、例文を作成する。

日本語学講義 Ⅱ（日本語文法）

「本当の日本語の姿」を知るためには、コーパ

スと呼ばれる電子的な言語資料を用いて、数的

調査を行うという方法が考えられる。この科目

ではコーパスを用いて、表記・語形・コロケー

ション・よく使われる形などについて研究を行

い、それを発表する。

日本語学講義 Ⅲ（社会言語学）

日本語の変化のなかでもとりわけ、文法の変化

の詳細について学ぶ。また、日本各地の諸方言

の実態や分布要因について学ぶ。

日本語学講義 Ⅳ（日本語史）

日本語史の総説と音韻史および文字史、文法史

について学ぶ。古代語に区分される、上代・中

古および中世前半（鎌倉時代・南北朝時代）の

状況について学び、それぞれの時代の文献や基

本的な学説を理解し、どのような手順で、国語

の歴史を構築し論考しているかといった方法論

を学ぶ。

近現代文学講義 Ⅰ

小説を分析的に鑑賞・読解するための鑑賞眼や

批評意識、他者の鑑賞や理解を柔軟に受け入れ

る理解力を養う。作品に基づいて、論理的で説

得性のある論を組み立てる力、自分の意見や疑

問点などを他者に発信する能力を養う。近代文

学から名作小説を五作品取り上げ、読解と鑑賞

を行い、グループワークとその成果の発表、相

互の質疑応答を授業の中心とする。

近現代文学講義 Ⅱ

小説を分析的に鑑賞・読解するための鑑賞眼や

批評意識、他者の鑑賞や理解を柔軟に受け入れ

る理解力を養う。作品に基づいて、論理的で説

得性のある論を組み立てる力、自分の意見や疑

問点などを他者に発信する力を養う。明治時代

の近代文学作品を通じて、文学作品を読むだけ

でなく、同時に文学以外の領域にまで視野を広

げながら作家の表現の多面的な魅力を味わうこ

とのできる力を身につける。

近現代文学講義 Ⅲ

小説を分析的に鑑賞・読解するための鑑賞眼や

問題意識、他者の鑑賞や読解を柔軟に受け入れ

る理解力を養う。作品に基づいて、論理的で説

得性のある論を組み立てる力、自分の意見や疑

問点などを他者に発信する能力を養う。大正か

ら昭和前期にかけて発表された文学作品を教材

として、現代の日本人の心性が形成されていく

にいたる道筋を確認するという観点から文学作

品を読解する。

近現代文学講義 Ⅳ

小説を分析的に鑑賞・読解するための鑑賞眼や

問題意識、他者の鑑賞や読解を柔軟に受け入れ

る理解力を養う。作品に基づいて、論理的で説

得性のある論を組み立てる力、自分の意見や疑

問点などを他者に発信する能力を養う。近現代

の文学作品のなかから、テーマを設定し、その

テーマに焦点を当てた作品を取り上げ、読解と

鑑賞を行い、グループワークとその成果の発表

等を行う。

アナウンス技術演習 Ⅰ

社会で求められる表現力やコミュニケーション

力を学ぶ。また、考える、書く、ディスカッシ

ョン、発表を繰り返し行うことで表現すること

に習熟する。アナウンス技術（プレゼン力）の

向上はもちろんのこと、印象・聴き方・話し方

などの基礎を身につける。

アナウンス技術演習 Ⅱ

伝えるではなく、伝わる話にするために必要な

要素を学ぶとともに、自分の意見を効果的に伝

えることの重要性を体感する。また、他者の発

表をフィードバックすることで、プレゼンに必

要なポイントを客観的に学び、さらに、語彙や

表現力を豊かにするためのさまざまなトレーニ

ング方法を学ぶなど、総合的なアナウンス力

（プレゼン力）を身につける。

多文化コミュニケーション論

多文化コミュニケーションの諸相を理解するた

めに必要な基礎知識を紹介し、とりわけ、日本

語によるコミュニケーションと英語によるコミ

ュニケーションとの比較を通して、それぞれの

コミュニケーション方法の特徴を学ぶ。その背

景にある社会的ルール、考え方、宗教やモラ

ル、文化的価値観、文化的しつけ、言語の社会

的側面などをテーマにし、毎回そのテーマに関

するトピックをピックアップし、講義とディス

カッションを行う。ステレオタイプやcultural

biasの観点から、自らと異なる文化において、

より客観的に物事を判断できるようになること

をめざす。

英語教育論

英語教育に関する理論の到達点を学びつつ、学

校英語教育、小学校での英語教育を含む児童英

語教育、国際理解教育と英語教育の関連などに

焦点をあてて、理論的・実践的探求を行う。学

習理論、指導理論、日本における英語教育施

策、母語習得と第二言語習得との比較などにつ

いてもとりあげて、日本における英語教育全般

についての理解を深める手助けをする。

English Language Literatures

英語圏文学は世界の文学のなかで大きな位置を

占めてきた。この科目では、イギリス文学を中

心に、基礎知識を身につけるとともに、外国の

文学を楽しめる技術を身につけることを目標に

する。歴史的な変化を概観しつつ、中世から現

代までの英語圏の代表的な作家を幅広く取りあ

げ、その作品を原文で読んで、そのおもしろさ

を味わいながら、文学の側面から英語圏文化に

迫る。授業は、学生の朗読、群読、歌、演出、

発表によるactive learningを取り入れ、詩、演

劇、小説、自伝、日記、映画シナリオなど、さ

まざまなジャンルを教材にする。

Foundation Translation

現在のグローバル社会において、翻訳の「必要

性」ならびに「役割」を考え、翻訳にあたって

必要となるさまざまな知識や戦略を学習する。

とりわけ、文法規則に添った戦略だけではな

く、Newmarkが示すような「内容問題別」戦

略を紹介し、異文化接触の最前線としての翻訳

実践をしていく。英日翻訳に必要な理論や基礎

技術を学習し、さまざまな種類の英文の翻訳を

行う。直訳ではなく、文化背景や作者の意図を

World Englishes

グローバル化時代のリンガ・フランカ（lingua

franca）とも言われる英語は、英語圏の文化的

背景をもちつつも、アジア、アフリカなど地球

上のさまざまな場所における使用においては、

使用する人々のアイデンティティを反映したも

のとなっていて、さまざまな変種（varieties）

が見られ、まさに、世界の諸英語（World

Englishes）と呼ぶにふさわしい様相を呈して

いる。この科目では、世界の英語の現実の姿を

Japanese-English Comparative

Literatures

まず、日本の古典と英語の古典についてどのよ

うな作品類が残っているのかを知り、それらの

美意識や詩学などの違いについて比較する。そ

の後、全く接点のないなかで同じ時代に活躍し

た劇作家である近松とシェークスピアの作品を

通して、とりわけ「悲劇」という概念について

考える。最後に、近代における小説、詩、演劇

を比較し、その違いおよびお互いの影響につい



汲み取り、英文から日本語とその逆へ再構築し

ながらの翻訳をめざす。また、現在無視できな

くなっているmachine translation（機械による

自動翻訳）を紹介し、今後の「翻訳家」と急速

に進む機械翻訳の技術の問題も考える。

見ていきながら、英語の過去から現在、未来ま

でを考えてみたい。さらに、グローバル化時代

の英語の役割とグローバルコミュニケーション

において求められる英語能力について再検討し

ていく。

て追及する。日英翻訳を通しても作品の比較を

行う。

英語学

国際的なコミュニケーションの手段として広く

用いられ、地球語ともよばれる英語とはどのよ

うな言語かという問題を、さまざまな観点から

考察し、英語学の基本的な知識を身につけ、英

語という言語について理解を深めることを目的

とする。具体的には、英語発音の仕組み、語・

文の構造、語・文の意味、英語語用論などを扱

う。また、英語の歴史を振り返り、さらに、社

会的・地理的変種における発音・語彙の違い、

さまざまな談話領域における文体の相違なども

検討する。

医療概論

本科目では、診療情報管理士をはじめとする医

療管理者として医療機関で働くために必要な、

医学と医療の基礎的な知識を修得することをめ

ざす。そのためにまず、医療と医学に関する歴

史的変遷をたどりつつ、現代の医療に至る過程

と現状を理解する。また、医療倫理や医療・社

会保障制度など、医療を成立させている社会的

な仕組みを学ぶとともに、病気とは何か、病気

の原因、病態、診断、治療、予防など医学の基

礎的な内容を理解していく。

解剖生理学

人体の基本的な仕組みと働きを知ることは、診

療情報管理士として診療記録に記載される内容

を理解するうえで、必要不可欠の知識である。

また、さまざまな疾病の機序や病態、それらの

治療方法などを理解するうえでも、人体の構造

と機能を理解することは、非常に重要である。

そこで、本科目では、人体の機能と仕組みのう

ち、特に人の細胞と組織、および器官ごとの機

能と構造を学習するとともに、後半では筋骨格

系の疾患について学ぶ。

診療情報管理論 Ⅰ

本科目では、まず、診療情報管理とは何か、診

療情報管理と診療情報管理士の関わり、医療機

関において診療情報管理士が担う役割など、診

療情報管理と診療情報管理士について基礎的な

知識を習得し、理解を深めることをめざす。ま

た、診療情報管理業務を行ううえで必要なコン

プライアンス（法令遵守）について、特に診療

情報管理士に必要とされる診療記録および診療

情報に関わる法規を中心に具体的な事例なども

交えて学習を進め、理解を深める。

診療情報管理論 Ⅱ

診療情報管理士が担う業務は、病院の規模や配

属される部門により、実務内容においては異な

ることが少なくない。そこで本科目では、診療

情報管理を円滑に行うために必要な、診療情報

管理の基本的な業務内容と実務を事例を交えて

学習する。具体的には、診療記録の保管・管

理、診療記録の回収と内容の点検、診療情報の

活用、診療情報の提供、診療記録の記載方法と

種類について学ぶことを通じて、診療情報管理

の基本的な理解を深める。

臨床医学 Ⅰ

診療情報管理士の重要な業務である、世界保健

機関（WHO）による国際疾病分類（ICD－10）

のコーディングに必要な各疾病について、その

原因、症状、所見、診断、治療などの基礎知識

を学習し習得する。本科目では、特に感染症の

原因となる細菌、ウイルスなどの知識を身につ

け、各感染症の特徴、症状、所見、診断法、治

療法などについて学ぶ。また、後半では、内分

泌、栄養、代謝に関連する疾患についても学

び、理解を深める。

臨床医学 Ⅱ

診療情報管理士の重要な業務である、世

界保健機関（WHO）による国際疾病分類

（ICD－10）のコーディングに必要な各疾

病について、その原因、症状、所見、診

断、治療などの基礎知識を学習し習得す

る。本科目では、特に精神および行動の

障害、神経系の疾患、目・耳の感覚系の

疾患について知識を身につけ、各疾患の特

徴、症状、所見、診断法、治療法などに

ついても学ぶ。また、後半では、皮膚およ

び皮下組織の疾患についても学び、理解を

深める。

臨床医学 Ⅲ

診療情報管理士の重要な業務である、世界保健

機関（WHO）による国際疾病分類（ICD－10）

のコーディングに必要な各疾病について、その

原因、症状、所見、診断、治療などの基礎知識

を習得する。本科目では、特に精神および行動

の障害、神経系の疾患、目・耳の感覚系の疾患

について学ぶ。また、後半においては、皮膚お

よび皮下組織の疾患について、その原因、症

状、所見、診断、治療などの基礎知識を習得

し、理解を深める。

臨床医学 Ⅳ

診療情報管理士の重要な業務である、世界保健

機関（WHO）による国際疾病分類（ICD－10）

のコーディングに必要な各疾病について、その

原因、症状、所見、診断、治療などの基礎知識

を習得する。本科目では、特に生命の維持に直

接関わる循環器・呼吸器系の疾病について、そ

の特徴、症状、所見、診断法、治療法などにつ

いて学ぶ。また、後半では、主に消化器系の疾

患について、その特徴、症状、所見、診断法、

治療法などを学んでいく。

臨床医学 Ⅴ

診療情報管理士の重要な業務である、世界保健

機関（WHO）による国際疾病分類（ICD－10）

のコーディングに必要な各疾病について、その

原因、症状、所見、診断、治療などの基礎知識

を習得する。本科目では、前半において、泌尿

器および生殖器系の疾病の特徴、症状、所見、

診断法、治療法などについて学ぶ。また、後半

においては、妊娠、分娩、産褥について理解す

るとともに、主として周産期に発生する病態に

ついて学んでいく。

臨床医学総論

本科目では、解剖生理学や臨床医学Ⅰ～Ⅴなど

の一連の授業を通して学んできた人体の構造と

機能、さまざまな組織や器官の疾病と診断名、

原因、症状、所見、診断、治療方法などについ

て、診療記録を管理するために必要な専門用語

をキーワードとして、医学と医療に関するこれ

までの学修のまとめを行う。また、授業の前半

では、先天奇形や染色体異常、および外傷、中

毒についても学習し、それらの傷病の原因、症

状、所見、診断、治療法について学習する。

病院実務実習

本実習科目では、病院の基本的機能、診療録管

理部門が病院内で果たす役割、入院・外来診療

録の管理状況、疾病統計・退院時サマリーの内

容などについて、病院での実習を通して、具体

的に理解することをめざす。診療録管理部門で

の実習では、診療録の点検、編綴、収納、検

索、貸出などを経験するとともに、コーディン

グの補助業務をも行う。実習の前後にはオリエ

ンテーションや実習体験の報告会などを実施

し、実習をより効果的なものにしていく。

国際統計分類

国際疾病分類（ International Classification of

Diseases）とは、診療記録において用いられ

る、疾病や医療行為に関する情報を収集・解析

するために利用されるコーディングのシステム

診療情報総合演習 Ⅰ

本科目では、これまで学んできた診療情報管理

に関連する知識の定着を図ることを目的とし、

演習形式の授業を展開することを通じて、診療

情報管理士資格認定試験レベルの基本的知識を

診療情報総合演習 Ⅱ

これまで学んできた診療情報管理に関連する知

識の定着を図ることを目的とし、診療情報総合

演習Ⅰに続けて、主に演習形式により診療情報

管理士資格認定試験レベルの発展的知識を確実



であり、世界保健機関（WHO）が制定してい

る。現在用いられているものは、その第10版

（ICD-10）である。本科目では、医学系科目

などで学んだ知識を活かし、ICD-10を利用し

た具体的な分類手法を演習形式で身につける。

確実に身につけることをめざす。また、病院実

務実習を通じて経験した、病院の経営管理や医

療管理、診療情報管理に関する現場での具体的

な体験を振り返り、また学生同士が相互に交流

することを通じて、卒業後に医療機関で働くう

えで必要となる職業的な責任感や態度もあわせ

て育成することをめざす。

に身につける。また、病院研究などを通じて、

診療情報に関する現場の理解をさらに深め、診

療情報管理士として働くうえで必須の職業的倫

理規範を学ぶとともに、がん登録やDPC、コ

ンピュータの知識など、診療情報管理士認定試

験レベルを超えた、より高度な専門知識につい

ても広く学ぶ。

産業心理学

高度に発達し複雑化・巨大化した現代の産業社

会を構成している基本単位はいうまでもなく

「個々の人間」であり、産業活動の効率化や、

そこで生じるさまざまな問題の解決をはかるた

めには、人間の行動や心理についての中立的で

客観的な理解が欠かせない。心理学の応用分野

である産業心理学はこのような課題を達成する

ための研究分野である。産業場面に関わる人間

の行動を「生産者としての行動」と「消費者と

しての行動」という2つの側面からとらえたう

えで考察を行う。

広告と消費の心理学

消費者行動とは、消費者が購買し、使用・維持

を経て廃棄に至るすべての行動プロセスを含ん

だものであり、その行動は、消費者の個人内要

因や環境からの外的要因など、多様な要因から

影響を受けている。本科目では、消費者のブラ

ンド選択に関する意思決定や情報処理、価格判

断など、幅広くトピックを取り上げ、消費者を

取り巻く問題を論考していく。

2. 専門教育科目

▼ 演習科目群 ▼ 基礎科目群 ▼ 基幹科目群 ▼ 展開科目群／金融・産業 ▼ 展開科目群／地域・国際

▼ 展開科目群／公共経済・政策 ▼ 展開科目群／医療・社会保障 ▼ 展開科目群／観光・文化 ▼ 専門関連科目群

▼ クロスオーバー科目群

演習科目群

アカデミックスキル

大学で学び、社会で活躍していくために必要な

基本的なスキルを修得することをめざす。具体

的には、情報リテラシー、コミュニケーション

スキル、プレゼンテーションスキル、文章作成

スキル等である。これらのスキル修得のため

に、授業内の学びと、授業外での学習課題の達

成の往還が求められる。繰り返しの実践とフィ

ードバックを通じて効果的な学びが実現できる

ように工夫する。フィードバックにおいては、

教員からのフィードバックだけでなく、学生同

士が質問し合ったり、助言し合うことを大切に

する。

プロジェクトマネジメント Ⅰ

問題解決に必要な基礎スキルを修得することを

めざす。研究課題、地域課題、企業課題等に対

し、調査を行ったり、解決策を立案する。問題

意識の言語化、課題の設定、課題達成のための

計画立案、計画実現に向けた行動と改善といっ

た、一連の問題解決過程について学ぶ。また、

個人としてだけではなく、チームとして成果を

出すためにどうすべきかについても学ぶ。その

ため、教員からのフィードバックだけでなく、

チームとして、またチームに関わる個人として

の振り返りと改善を大切にする。

プロジェクトマネジメント Ⅱ

専門的な問題解決に必要なスキル修得をめざ

す。プロジェクトマネジメント Ⅰでの到達度

を元に、学習課題を明らかにしつつ、より難度

の高いプロジェクトに挑戦する。プロジェクト

マネジメント Ⅰよりも学生が自律的に計画、

実行し、より高い成果を生み出すことを求め

る。そのために、目的・目標の設定や、振り返

りの機会を積極的に設け、技能だけでなく態度

面での変容も求める。また、プロジェクト演習

Ⅰでは専門分野別のプロジェクトを行うことを

想定しているため、自身が何を専門としたいか

についても考える。

プロジェクト演習 Ⅰ

自身が選択した専門課程に沿った学問的課題や

実践的問題の解決過程を学ぶことを通じて、専

門的な知識活用力、問題解決に必要な態度およ

び技能の向上をめざす。プロジェクト演習 Ⅰ

では、選択した専門に関して、今まで学んでき

たことを確認するとともに、これから学ぶべき

ことを明らかにする。また、専門的な知見か

ら、学問・社会・企業といったさまざまな領域

において何が問題となっているかについて理解

を深め、専門的な解決方法について学ぶ。

プロジェクト演習 Ⅱ

自身が選択した専門課程に沿った学問的課題や

実践的問題の解決過程を学ぶことを通じて、専

門的な知識活用力、問題解決に必要な態度およ

び技能の向上をめざす。プロジェクト演習 Ⅱ

では、プロジェクト演習 Ⅰでの学びを土台と

して、具体的なテーマを設定し、1年かけて取

り組むための土台作りを行う。具体的には問題

の発見と課題設定、そして解決策の立案のため

の分析を行う。また活動の振り返りと改善を通

じて、自律的にチームワークスキルおよびリー

ダーシップを鍛えていくこともめざす。

プロジェクト演習 Ⅲ

自身が選択した専門課程に沿った学問的課題や

実践的問題の解決過程を学ぶことを通じて、専

門的な知識活用力、問題解決に必要な態度およ

び技能の向上をめざす。プロジェクト演習Ⅲで

は、プロジェクト演習 Ⅱで扱っているテーマ

について、解決策の立案や具体化、そして最終

成果物の作成と発表を行う。1年間のプロジェ

クトの総まとめであり、1年間を通じて自身が

どの程度成長できたかを確認する。また、プロ

ジェクト演習 Ⅳと Ⅴに向けて、卒業レポ―ト

のテーマ設定について検討する。

プロジェクト演習 Ⅳ プロジェクト演習 Ⅴ 卒業研究



これまでのプロジェクト演習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの総

まとめ、あるいは大学での学びの総まとめとし

て論文もしくはレポートを執筆するための土台

をつくる。特にプロジェクト演習 Ⅳでは、執

筆テーマを固め、執筆に必要な情報収集や整

理、分析を行う。その過程では教員からのフィ

ードバックだけでなく、学生同士で議論するこ

とを通じて、互いのレポートをブラッシュアッ

プしていく。また中間発表も行い、プロジェク

ト演習 Ⅴにむけた課題を明確にする。

これまでのプロジェクト演習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの総

まとめ、あるいは大学での学びの総まとめとし

て論文もしくはレポートを完成させ、最終報告

を行う。これらは、大学生活で得てきた知識、

態度、技能の集大成としての成果物となる。そ

のため、論理性や客観性を高め、わかりやすく

説得力のあるものへと昇華させることをめざ

す。その過程では、教員からのフィードバック

はもちろん、学生同士の学び合いも重視する。

そして、専門家や一般人に対しても堂々と主張

し、議論できるようになることをめざす。

プロジェクト演習 Ⅳ・Ⅴでは、プロジェクト

演習の総まとめとしてレポートもしくは論文を

完成させるが、このうち論文については、プロ

ジェクト演習での活動だけのまとめとしてでは

なく、各自の専門領域の学習の成果を反映させ

た卒業研究として完成させるものとする。それ

ぞれの専門領域に応じた教員からのアドバイス

を受けつつも、各自が独自にテーマを設定する

ことで、大学での学びの総まとめとしての性格

を持たせ、作成した研究成果のみでなく、準

備、進捗状況の報告とそれに対する指導も含め

た作成過程についても学修の一環とみなす。

基礎科目群

経済を読む Ⅰ

経済学を学ぶにあたっては、GDPや為替レー

トといった経済用語を理解しつつ、日々の経済

現象について常に関心を持つ姿勢を身につける

ことが重要である。本科目は、日本と世界の経

済について、入門的な知識を得ると同時に、必

要に応じて新聞・雑誌記事などを活用して時事

的な問題をとりあげることで、経済に対する興

味と関心を涵養する。また、適宜、専門分野の

教員をゲストスピーカーとして招いて授業を展

開することで、経済の各分野における基礎的な

知識も学ぶ。

経済を読む Ⅱ

経済を読む Ⅰや経済学入門 Ⅰ・Ⅱで身につけ

た知識や態度をさらに発展させるため、本科目

では、経済学について基礎的な知識を身につけ

ると同時に、現実の経済現象に応用して思考す

る態度を身につけさせる。講義では、必要に応

じて新聞・雑誌記事などを活用しつつ、時事的

な問題との関わりを意識しつつ、経済理論の考

え方や基礎概念を学ぶ。また、適宜、専門分野

の教員をゲストスピーカーとして招いて授業を

展開することで、各分野における経済学の応用

的な展開について、初歩的な知識を獲得する。

経済学入門 Ⅰ

経済学の学問としての特徴をL.ロビンズによる

定義や、A.マーシャルらの言葉から学んだうえ

で、特にミクロ経済学の領域に重点を置きなが

ら、初歩的な経済理論について学び、経済学的

な思考法を身につけることを目的とする。最初

に、価格や財・サービスなど経済学で用いられ

る基礎的な用語について学んだうえで、市場の

はたらきや、消費者、生産者の行動、市場の失

敗と政府の役割、自由貿易の意義等について、

数式を用いることなく理解できる範囲で学び、

現実社会の諸現象を経済理論の視点から理解で

きるようになることをめざす。

経済学入門 Ⅱ

一国の経済について、歴史的な視点も含めて、

マクロ的な視野から見ることができるようにす

ることが本科目の目的である。GDPや物価水

準、失業率、国際指標などの経済指標はどのよ

うに定義されるのか、また、現実の経済のなか

でこれらの指標はどのような要因によって決ま

るのかをマクロ経済学の理論と関連づけながら

学び、経済をマクロの視点から捉えることがで

きるようにする。また、経済成長論や景気循環

論にも触れながら、産業革命以降の経済の発展

段階について歴史と理論の両面から見ることが

できるようにする。

経済数学入門

初級レベルの経済学を学ぶのに必要不可欠とな

る数学を習得することを目的とする。最初に、

高等学校までの教育段階で学ぶ数学のうち、連

立方程式や二次方程式の解法、一次関数・二次

関数・無理関数とそのグラフ、指数・対数など

経済学で活用される数学に特に関連の強い部分

について復習する。そのうえで、具体的な経済

問題への応用事例を示しつつ、線形代数および

微積分の基礎についても学び、線形計画法やラ

グランジュ未定乗数法を用いて、最大化問題を

数学的に解くことができるようになることをめ

ざす。

統計学基礎

統計学は、自然や社会の諸現象をデータに基づ

き分析し考察する学問であり、多くの専門分野

において活用されている。本科目では、統計学

の基礎として、まず、統計の歴史や活用事例お

よび統計調査を扱う場合の倫理的配慮について

講述する。そのうえで、高等学校までの教育段

階で学んだ確率・統計の知識についても復習し

つつ、記述統計（数値・グラフ表現、相関と回

帰）、確率変数と基本的な確率分布、推測統計

の基礎（母集団と標本、標本誤差、無作為抽

出、パラメータ推定と仮説検定）などを学習す

る。

データサイエンス Ⅰ

データサイエンスは、今後の社会において社会

で活躍するために必須の知識となりつつある。

データサイエンス Ⅰでは、マクロ経済指標や

金融時系列を理解するうえで不可欠となるデー

タ分析の基礎を学ぶ。経済データ（国民経済計

算など）とその利用方法、経済データを用いた

基本的な統計分析や仮説検定（相関分析、回帰

分析、時系列データ）、簡単な統計モデルの作

成（回帰モデル、最小二乗法、回帰係数の検

定）などを学ぶとともに、必要に応じて統計ソ

フトウェアの操作法や結果の解釈方法も学習す

る。

データサイエンス Ⅱ

データサイエンスは、公的な統計調査や専門の

調査期間だけでなくビジネスの領域でもさまざ

まな形で活用されている。データサイエンス

Ⅱでは、データサイエンス Ⅰで身につけた知

識を基礎に、経営環境や財務データ、マーケテ

ィング調査に必要なデータ分析の基礎を学ぶ。

記述統計の作成方法と分析、データ分析で用い

る基本的な多変量解析（重回帰分析や主成分分

析）、統計的意思決定（決定木やベイズ決定理

論）の基本などを学ぶとともに、必要に応じて

統計ソフトウェアの操作法や結果の解釈方法も

学習する。

ビジネス英語 Ⅰ

グローバル化が進んでいる現代社会において、

英語の運用能力は、ビジネスを行ううえで必要

不可欠のものとなりつつある。本科目は、主に

英語を母語としない学部生を対象とし、ビジネ

スの現場において必要になる英語運用能力の基

礎を身につけることを目標とする。授業ではビ

ジネスに関する、英語で書かれた文献、新聞記

事、ドキュメンタリー映画などを利用する。プ

レゼンテーションやディスカッションの実践を

通じ、ビジネス英語の運用能力を高めることを

めざす。

ビジネス英語 Ⅱ

グローバル化が進んでいる現代社会において

は、単に日常的な英会話ができるというだけで

なく、文書によるコミュニケーションにも対応

するために英語の長文読解力が求められるよう



になりつつある。本科目では、ビジネス関連の

一般的な英文著作を理解する読解力を身につけ

ることをめざす。内容を早く理解すること、ま

た、専門用語の語彙力を高めることに重点を置

く。イディオムなど英語の表現を正確に理解し

ながら、それらをテキストの全体的な流れから

理解する読み方を習得していく。

基幹科目群

ミクロ経済学

経済学入門 Ⅰで学んだミクロ経済学の基礎を

発展させ、経済数学入門で学んだ数学の知識を

活用しつつ、初歩的な数理モデルのレベルで経

済理論を理解することができるようにする。具

体的には、与えられたモデルから、需要および

供給の価格弾力性、市場の安定性の条件を数学

的に表現する能力、消費者行動および生産者行

動を最大化問題として解く能力、市場の有効性

や市場の失敗、および政府の役割を余剰分析な

どの手法を用いて理解する能力を身につける。

必要に応じて、経済学検定や公務員試験専門科

目の問題を練習問題として用いて、知識の定着

をはかる。

応用ミクロ経済学

経済学入門 Ⅰ、ミクロ経済学で習得した内容

を基礎知識として活用しながら、ミクロ経済学

の応用的領域について学び、経済のさまざまな

領域において経済理論を基礎とした分析の能力

を身につけることを目的とする。ミクロ経済学

の諸領域のなかでも、比較的近年において展開

されたゲーム理論や不確実性と情報の経済学な

どにも触れながら、それらの領域における成果

を踏まえて発展した産業組織論、厚生経済学や

社会選択理論などの領域を中心に実証と規範の

両面から理論的に経済を分析する力を身につけ

る。

マクロ経済学

経済循環のモデルを基礎において、マクロ経済

変数間の関係を理解しつつ、経済学入門Ⅱで学

んだマクロ経済学の諸領域のうち、GDPの決

定要因、物価水準の決定要因、財政・金融政策

の役割とその限界について IS-LM分析や総需

要・総供給分析について学ぶ。また、これらの

知識に加え、為替レートと国際収支を学び、国

際貿易が一国経済にもたらす影響や、開放経済

下での経済政策のあり方について理解できるよ

うにする。必要に応じて、経済学検定や公務員

試験専門科目の問題を練習問題として用いて、

知識の定着をはかる。

応用マクロ経済学

経済の動的な変化はマクロ経済学の主要な関心

のひとつである。本科目では、マクロ経済学で

学んだ内容を基礎に置きながら、経済成長や景

気循環について、ハロッド＝ドーマー・モデル

やソロー＝スワン・モデル、ビリヤード・モデ

ルなどの基礎的な理論から始め、内生的成長理

論やリアル・ビジネスサイクル・モデルなど近

年の理論的展開にも触れる。また、マクロ経済

分析のもうひとつの手法とも言える産業連関分

析についても取り上げ、その初歩的な分析方法

についても身につける。

経済政策論

経済学では自由市場経済を分析の基礎としてい

るものの、実際の経済は政府によるさまざまな

経済政策によってその方向性が形づくられるこ

とも多い。本科目では、主に日本で実施されて

きた経済政策を取り上げながら、財政政策、金

融政策、産業政策、独占禁止政策（競争政

策）、労働政策、貿易政策等の諸政策に関する

実態、理論、歴史、背景等について説明する。

これらの諸政策を学ぶことは、各国が抱える諸

問題の解決策を探求することにとって不可欠で

あるだけでなく、経済理論の理解にとっても有

益なものとなる。

観光学

観光は、近年注目される新しい産業のひとつで

あるだけでなく、異文化交流や地域振興の一環

としてなどさまざまな側面をもつ事象である。

そのため、観光学は単に観光に関わる実務につ

いて学ぶ学問ではなく、観光を多様な側面から

見る学際的な学問となっている。本科目では、

経済学や社会学に基礎をおきながら、経済、社

会、政策、地域、文化のさまざまな領域におけ

る観光の意義を講述するとともに、国内外にお

ける近年の観光の動向について学び、より専門

的な科目で観光について学ぶための基礎的な知

識を身につけさせることを目的とする。

非営利経済論

現代の社会では、教育や医療福祉、環境保全、

まちづくり、国際協力など、多くの分野におい

て、利益分配を目的としない非営利組織によっ

て担われる非営利経済セクターの比重と役割が

高まっている。本科目では、経済学の視点から

見た場合の非営利セクターおよび非営利組織の

特徴と、その経済的な意義について講述する。

そのうえで、具体的な事例を取り上げつつ、非

営利経済をめぐる学説と歴史、非営利経済の現

状と経済社会との関わり、非営利組織と関わる

各国の法制度などについても講義する。

労働経済論

多くの人は「働く」ことによって所得を手に入

れ、生活を維持していることに鑑みれば、誰に

とっても働き方がどのように変化しているかを

把握することは重要であろう。本科目では、こ

の「働く」ということを経済学の視点で学び、

若者、女性、高齢者や外国人の働き方はどうで

あるのか、また、日本と諸外国における働き方

はどう異なるのか、といったことを考察する。

統計データやケーススタディを通して、さまざ

まな働き方とその変化について理解を深めなが

ら労働経済学の理論を学習する。

公共政策論

現代の社会においては、公共政策の幅広い領域

にわたって市場の活用が求められる一方で、公

共政策の役割はむしろ高まっており、その範囲

もかつてないほどに広がっている。この科目で

は、公共政策について理解するための規範的理

論について講述した後に、具体的な公共政策に

ついて取り上げる。この場合、伝統的な公共政

策の領域とされてきた経済政策、外交政策、社

会政策、教育政策、医療・福祉政策にとどまら

ず、観光政策や文化政策、地域政策など、幅広

い公共政策の領域から、重要なトピックを取り

上げる。

財政学

財政学は、予算論・経費論・租税論・公債論の

４つの領域からなるが、本科目ではこのうち、

租税論を除く３領域、とくに予算論と経費論に

焦点を当てる。具体的には、現代日本の財政の

諸制度や各国の財政事情にも触れながら、現代

財政システムの構造と機能を総合的に解明し、

予算制度、インフラストラクテャーと外部性、

公共サービスと費用負担の関係などについて、

経済学史

現代の経済学においては、新古典派経済学とケ

インジアンが主たる学説とはなっているもの

の、経済学の歴史的な発展を概観すると、多く

の経済学者が多様な領域においてそれぞれ個性

的な学説をつくりあげており、そのことが社会

科学としての経済学を豊かなものにしているこ

とがよく理解できる。本科目では、経済学の発

展に大きく貢献した主要な経済学者を取り上げ

経済史

現実の経済、とくに経済発展を考えるうえで、

歴史研究は理論研究と並んで重要な研究方法で

ある。本科目では、近代以降の世界経済、とり

わけ欧米と日本の歴史的な経済発展を取り上げ

て、経済を歴史的視点から研究する方法につい

て身につける。例えば、日本では、近世に市場

経済が浸透した後、幕末から20世紀初頭まで

に新たな経済体制が整えられた。その後、戦時



市場化と地方分権化の視点から体系的に講述す

る。あわせて、政府の失敗と公共選択の理論、

国際公共財の現代的課題についても言及する。

ながら、経済を理解するためのさまざまな枠組

みについて学ぶことで、より多角的な視点から

経済にアプローチすることのできる力を身につ

ける。

統制や戦後改革を経て高度成長・安定成長期を

迎え、やがてバブル崩壊を経て今日に至った。

こうした各国の経済発展の過程における特徴や

意義について、理解を深めることを目的とす

る。

計量経済学

計量経済学は、統計分析の手法を経済学に応用

する学問であり、経済理論と統計学の知識が前

提となる。本科目では、まず、学部レベルの計

量経済学として、計量経済学の考え方、基本的

な回帰モデル（単回帰モデル、重回帰モデ

ル）、時系列データ分析の基礎を講述する。そ

の後、Ｒなどの統計ソフトウェアの利用方法に

ついての解説を行ったうえで、現実の具体的な

データを取り上げて、実際に計量経済分析を行

うことで、理論に関わる知識の定着をはかると

ともに計量分析を行う能力を身につけさせる。

金融論

「経済の血液」とも呼ばれる金融は、グローバ

ル化、ストック化の進んだ現代社会において、

ますます重要なものとなりつつある。本科目は

金融分野のうちで、マクロ経済のなかの金融の

機能について学ぶ。具体的には、貨幣の機能と

貨幣需要の動機、貨幣供給のメカニズム、物価

と貨幣価値、中央銀行の役割、金融政策の目的

と方法などについて、理論、実証の両面から知

識を得たのちに、現代日本の抱える課題として

のデフレの特性と問題点、デフレからの脱却に

対する日銀の取り組みについて考察する。

地域経済論

現代の経済では、グローバル化や知識経済化と

いった環境のなかで、集積の経済や地域クラス

ターを基礎とする自立的な地域経済システムの

発展が求められている。経済の空間的展開と地

域経済の発展についての基礎的な知識と概念や

地域経済に関わる諸政策などの論点を整理した

うえで、いくつかの国内外の特色ある先導的地

域や身近な地域の事例を取り上げて、産業活動

のみならず、住民生活の場としての地域経済に

ついて、そのダイナミズムや課題について実践

的に学習する。

日本経済論

本科目の目的は、日本型経済システムの特徴や

歴史について学んでもらうことである。日本型

経済システムは、他国における主流のものと比

較して独特の点の多い雇用慣行や生産方法、企

業間関係等によって構成され、主に20世紀後半

の日本の経済発展を支えた仕組みの1つであ

る。それが日本において敗戦後の経済復興を経

て1950年代から1970年代の高度成長期から安

定成長期にかけて確立し、やがて1980年代後

半のバブル経済の後に本格的に変容していく一

連の過程に関しても、講義を行う。

グローバル経済論

現代は、経済活動が未曾有の規模でグローバル

に展開されており、事実上地球上のすべての人

間は経済のグローバル化に否応なく関わらざる

をえなくなっている。しかも、このような意味

での経済のグローバル化は今後もいっそう進む

ことが予想され、世界各国の経済およびそれら

と日本との関係を学ぶことは、これからの時代

を生きる私たちにとって必要不可欠なことであ

る。本科目では、現在のヨーロッパ・アジア・

南北アメリカ・アフリカそれぞれの地域の経済

の現状と、日本経済のグローバル経済下での位

置づけについて学ぶ。

展開科目群／金融・産業

国際金融論

本科目では、金融分野のうち、国境を越えた経

済取引に関連する国際収支、為替相場について

学習する。具体的には、第一に、国際収支の構

造を理解したうえで近年の国際収支構造の変化

と日本の産業構造の変化に強い関連があること

を学ぶ。また国際収支の不均衡がしばしば国家

間の政治摩擦に繋がること、その際に政治的主

張が経済学的に正しい見解とは異なることも理

解する。第二に、外国為替レートの変動が経済

主体の種類ごとに異なる影響を与えること、為

替レートの短期的、長期的な決定要因を学ぶ。

地域金融論

本科目は、金融分野のうち、地方銀行や信用金

庫といった地域金融機関の役割と課題について

学ぶ。地域金融機関は地域経済を支える重要な

役割を果たしている。少子高齢化等の影響で活

力が失われつつある地域経済に、地域金融機関

がどのように貢献しようとしているのか、多く

の事例を示しながら考察する。具体的には、フ

ィンテックの発達や個人の金融行動の変化や事

象承継など地域の中小企業の課題に対して、地

域金融機関がどのように対応しているのかを学

ぶ。

証券市場論

本科目は、金融分野のうち、証券市場の構造と

証券投資の基礎理論について学ぶ。本科目は、

証券市場で資金調達する企業の立場に立ったコ

ーポレート・ファイナンスとセットになってお

り、こちらでは、証券市場で資金運用する投資

家の立場に立って、株式市場をはじめさまざま

な証券市場の仕組みや機能を学ぶ。具体的に

は、証券の種類、証券市場の仕組みとそれを律

するルール、証券投資のリスクとリターンの概

念、価格決定理論、分散投資の考え方、投資信

託の役割といった知識を身につける。

コーポレート・ファイナンス

本科目は、金融分野のうち、証券市場と企業の

金融行動についての基礎理論について学ぶ。本

科目は、証券市場で資金運用する投資家の立場

に立った証券市場論とセットになっており、こ

ちらでは、証券市場で資金調達する企業の立場

に立って、企業の金融行動について学ぶ。企業

がどのように資金調達方法を選択し、投資を意

思決定するかといった金融行動の基本を学んだ

後、企業統治（コーポレート・ガバナンス）に

関する諸問題や企業の各発展段階における金融

行動について考察する。

工業経済論

産業革命以来、いわゆる先進国をはじめ主要国

家において、工業（第２次産業）の発達は経済

発展にとって必須の要因の１つであった。当該

科目では、農林水産業やサービス産業とは異な

る面も多い工業に関して、基本的概念や特徴、

意義、歴史等を受講者に理解してもらうことを

企図している。さらにそのような一般的な点に

とどまらず、自動車工業、家電産業、半導体産

業、化学工業、各種部品工業等の個別産業に関

しても、その概要や特徴について、国内外の具

体的な事例に言及しつつ講述する。

経済心理学

経済理論において心理的な要因が関係する理論

を学び、経済理論に対する理解を深める。さら

に、経済活動と心理について理解するためにさ

まざまな事例を取り上げる。不確実性下におけ

る経済主体の行動、消費における満足度、多様

化する価値観と消費の変化などのトピックスを

理解することで経済理論の限界を経済心理学が

どのように補完し合うのか、経済活動における

心理的要因がわれわれの社会をどのように変え

うるのかについても問題点を含めて学習する。

食料経済論 行動経済学



人間の生活に欠くことのできない食を巡る経済

は、従来の農林水産業を中心としたものから、

製造業・サービス業の役割が大きくなったより

複雑なものへと変化している。本科目では、食

料の需給構造に加えて、食料につながる農業、

環境、健康も視野に入れながら、食料の生産、

流通・加工、消費までに関わる基本的な理論と

知見について解説し、食と経済社会との多面的

な関わりを理解させる。できるだけ具体的な事

例や政策動向を取り上げ、学生たちの食生活に

つながる具体的な事例から食料経済を理解でき

る課題に取り組むことで、効果的な学習を進め

る。

従来の経済学の前提である合理的個人を比較対

象としつつ、現実における経済主体の意思決定

について学ぶ。たとえば、ヒューリスティック

がわれわれの意思決定において重要な役割を担

っているが、このヒューリスティックの利点と

限界について学ぶことで、仮説的な合理的個人

の意思決定と現実の経済主体の意思決定との違

いを明確に理解することができる。現実の意思

決定におけるケーススタディも取り上げ、意思

決定と心理の関係を深く学習する。

展開科目群／地域・国際

地域政策論

現代においては、経済のグローバル化による産

業空洞化問題や地域間格差の拡大、コミュニテ

ィの弱体化など種々の地域問題が広がってい

る。その解決を目的にしているのが、国や地方

自治体による地域政策である。本科目では、個

別分野政策を超えた地域政策が登場する歴史的

背景、同政策の展開過程、政策効果について、

政策の立案サイドと受容サイドの双方から考察

し、また、国や地方自治体の地域政策を理解し

活用できる力を養いたい。

中小企業論

これまでの日本の経済・産業においては、企業

数で99％以上を占める中小企業が重要な役割

を担ってきた。近年グローバル化の進行のなか

で苦境も伝えられる一方で、ベンチャー企業や

第二創業による技術革新や雇用創出効果が注目

され、グローバル経済と立地地域の経済との狭

間において、中小企業に対する期待や関心はむ

しろ高まっている。中小企業の役割や地位の歴

史的変遷、政策的支援などの基礎的知識を理解

し、中小企業のマネジメントと自立的発展への

方策、地域内外における集積やネットワーク形

成、グローバル化への対応、ベンチャー企業の

育成などについて学ぶ。

開発経済論

21世紀に入って現在でも、多くの国は貧困や子

供の栄養不良など深刻な開発課題を抱えてい

る。本科目では、健康・富・格差についてのさ

まざまな統計および議論についての知識を身に

つけ、グローバルレベルの経済開発についての

知見を持つ人材を育成することをめざす。平均

余命や死亡率の変化、また、所得格差や貧困の

変化を検証しながら、人類が貧困と病苦という

牢獄からどのように脱出したか、また経済成長

が格差とどのように関連しているかということ

についての理解を深める。

貿易論

国内経済と世界経済との一体化（グローバル

化）が進んでいる。このグローバル化の原動力

の1つとされているのが、世界的な貿易の拡大

である。今や国境を横断する貿易は、財のみな

らず情報・サービスにまで拡がっている。本科

目では、貿易に関する理論、拡大プロセス、貿

易に関する外交・通商政策について理論と実証

を織り交ぜ、多角的視点から講義をおこなう。

また、具体的事例や最新の動向についても適宜

取り上げ、理解度・習熟度を深め、国際感覚の

醸成を進める。

都市政策論

高度成長期以来の経済発展の過程における都市

の急速な発展は、一方において無秩序な開発や

環境問題、景観問題など都市特有のさまざまな

社会問題を引き起こすとともに、他方において

は近年の人口減少社会と言われるなかで、イン

フラストラクチャーの老朽化やコミュニティの

衰退など新たな問題を引き起こしている。本科

目では、都市が抱えるさまざまな問題を取り上

げつつ、公的な介入によりそれらの問題を除去

しようとする都市政策について学ぶ。

国際経済論

グローバル化の進展とともに、国際間の経済的

関係は、二国間の貿易を中心とした財・サービ

スの取引にとどまらず、消費者や労働力の移

動、複雑な多国間でのサプライチェーンの形成

など、複雑で多面的な物へと変化してきた。こ

うした経済のもとで、私たちはWTOなどの国

際機関やさまざまな条約等の国際的なルールな

ど、国際公共財とも呼ぶことのできるものに対

しても深く理解することが求められている。本

科目では、こうした多方面にわたる国際的な経

済の関係について、現実の国際経済の変化につ

いても配慮しながら、理論と実証の両面から学

び、国際経済を見る視点を養う。

地域社会論

地域における経済はそれぞれの地域に特有の社

会的特性によって大きな影響を受け、また地域

の抱える課題はその歴史的背景を色濃く反映し

たものとなる。したがって経済や公共政策を学

ぶうえで、地域社会を知ることは不可欠であ

る。こうした地域社会を知ることの意義につい

て確認した後、「コミュニティ」や「社会関係

資本」、「フィールドワーク」など地域社会を分

析する際に必要になる基本的な概念や技法を講

述したうえで、複数の地域を取り上げてケース

スタディを行うことで、地域社会を理解する知

識と技能の基礎を身につけさせる。

展開科目群／公共経済・政策

租税論 地方自治論 自治体経営論



日本の税制は複雑でわかりにくいといわれる

が、「租税」は財政の中心的な役割を果たすも

のである。なにが問題で、どうあるべきなの

か。これらを考えるにあたり、本科目では、現

行税制の基礎となる税法を規律する租税法律主

義、租税平等主義などの憲法上の諸原則を概観

した後、所得税、法人税、消費税、相続税等の

主要税目の基本的な仕組みを学習し、それぞれ

の租税の特徴や日本の租税制度全体における位

置づけを理解することで、税について考察する

基礎的な力を身につける。

地方自治は民主主義の学校であるとするジェー

ムズ・ブライスの言葉の通り、わたしたちのく

らしの最も身近なところにある政治過程である

地方自治を学ぶことは民主主義のあり方を考え

るうえで不可欠のことである。本科目では、地

方自治法に示された地方自治の本旨、すなわち

団体自治と住民自治の意義について考えるとこ

ろから始め、二元代表制を始めとする現在の日

本の地方自治を支える諸制度について学ぶとと

もに、現代の日本の地方自治が抱える諸問題に

ついて考える力を身につける。

国の内外を問わず、地方自治体はそれぞれ独自

の事情の下にさまざまな課題に直面し、また、

その地方の実情に即した課題解決のあり方が求

められている。こうした自治体の現状を理解す

るために、自治体経営の理論と実際について講

述する。具体的には地方自治体の組織と仕組

み、地方自治体をめぐるお金の流れなど、自治

体経営の基礎知識を理解させる。そのうえで、

ニュー・パブリック・マネジメントと総称され

る手法の導入に代表される、自治体経営の近年

における変化も含めて、具体的な事例に則して

自治体経営の実際についても言及する。

政策過程論

現代社会における公共政策（社会的な問題の解

決策）は、3つの複雑さに直面する。一つは、

ある政策が他の政策と相反し、また相互に補完

しあう内容の複雑さである。二つは、政策の形

成に多様な利益や価値観の対立が持ち込まれる

形成過程の複雑さである。最後に出来上がった

政策が執行される際の複雑さである。政策過程

論では、おもに2番目の課題に着目し、民主主

義の政治体制の下で政策はどのようにつくられ

るのかについて、議会をはじめ公的機関の具体

的な役割にも触れながら講述する。

地方行財政論

諸外国の制度等についても比較対象としなが

ら、日本の地方行財政の制度について講述す

る。現代国家における地方自治制度は、程度の

差はあるものの、地方制度（中央政府による地

方政府の管理のしくみ）と自治制度（地方政府

の自律的活動のしくみ）によって成り立ってい

る。わが国の特徴は、規律密度の高い地方行財

政制度をもっていることである。こうした特徴

に注意しながら、交付税、起債、標準税率、機

関委任から法定受託への移行、さらに給与や定

員の管理など、さまざまな制度の理解を通し

て、日本の地方自治のしくみとその変化を学

ぶ。

政策評価論

わが国では、NPM（新公共経営）の影響の

下、2001年に政策評価法が制定され、政策評

価が導入された。政策評価は事前評価と事後評

価に分かれるが、出発点は、政策の効果を客観

的に測る尺度の作成である。また、民主主義の

下でつくられる政策は、合理性や効率性を追求

すると同時に、多様な利益と価値観の妥協と調

整の産物でもある。事務事業評価など現実の評

価の仕組みに触れながら、さまざまな政策の評

価手法を学ぶとともに、その前提となる考え方

および評価の限界について学ぶ。

環境政策論

経済発展は私たちのくらしを豊かにする一方

で、自然環境の破壊や地球温暖化その他のさま

ざまな環境問題を引き起こしている。環境政策

論では、高度成長期を中心に日本が経験したさ

まざまな環境問題や、現在の世界が抱える環境

問題にも触れながら、地球環境を維持し、持続

的な発展を可能にするための諸政策について、

経済学、社会学、法学等の幅広い観点から講述

する。環境政策において用いられる多様な政策

手段のしくみや、環境政策における国際協調の

枠組みなどについても触れる。

展開科目群／医療・社会保障

社会政策論

社会政策とは、資本主義社会における賃金や労

働条件をはじめとする労働問題、また貧困や健

康問題など広く社会の諸問題を改善するため

に、国家が実施する政策のことをいう。社会政

策の起点は、産業革命に伴って生じた労働問題

の頻発や貧困者の増大に対して、国家的な政策

対応が必要となったことである。本科目では、

そうした社会政策の歴史と学説、主な社会問題

とその政策的対応、さらに各国における社会政

策の動向などについて学ぶ。

医療経済論

本科目では、経済学説史における健康と医療の

とらえ方、健康需要の特質と測定法、医師誘発

需要をめぐる議論、医療サービスの生産関数と

費用関数、医療費の増加要因、医療保障と健康

格差など、医療経済学の基本的な理論と知見に

ついて解説し、また医療経済評価手法の考え方

などを講義することを通じて、医療と経済との

多面的な関わりを理解させる。講義を展開する

に際して、できるだけ具体的な事例や時事的な

政策動向をも取り上げることで、効果的な学習

を進める。

医療政策論

貧困や格差といった現代社会の構造的な問題に

対処するうえで、医療・社会保障制度の果たす

役割はますます重要性を増している。本科目で

は、再分配制度としての社会保障の役割を概説

したうえで、我が国および先進各国の社会保障

制度、医療保険および医療提供体制に係る制度

の概要と直面する課題、医療と隣接する介護保

険制度の概要と改革課題などについて、その特

徴と政策課題を解説し、医療・社会保障制度に

対する知識と理解を深める。

社会保険論 Ⅰ

社会保険とは、疾病や障害、老齢、死亡、さら

には失業などによる所得上の困難を救済するた

めに、社会政策の観点から各国が実施する保険

制度をいう。本科目では、社会保険のなかで

も、とくに健康保険と介護保険を取り上げ、健

社会保険論 Ⅱ

社会保険とは、疾病や障害、老齢、死亡、さら

には失業などによる所得上の困難を救済するた

めに、社会政策の観点から各国が実施する保険

制度をいう。本科目では、社会保険のなかで

も、とくに年金保険と労働保険（雇用保険や労

医療事務研究 Ⅰ

医療サービスのように「公的に供給される私的

財」の側面をもつ財の配分は、市場における交

換とも政府による公共財の供給とも異なり、そ

れを支える制度や組織の特徴を強く反映するも

のとなる。医療事務研究Ⅰでは、まず病院の組



康保険および介護保険の歴史と現状、医療保険

および介護保険制度が直面する課題、社会保険

方式および国営医療サービス方式を有する諸外

国との比較などを通じて、健康保険・介護保険

の基礎知識と経済社会との関わりついて学習す

る。

働者災害補償保険）を取り上げ、社会保険の歴

史と現状、年金制度の持続可能性、労働災害の

新たな展開、諸外国との制度比較などを学習す

ることを通じて、社会保険の基礎知識と経済社

会との関わりについて学習する。

織や医療保険制度について具体的な事例を踏ま

えて講述する。さらに医療事務の中心的な業務

である保険請求事務のしくみについて解説し、

診療報酬点数表などに基づいてカルテ記載の治

療内容から診療報酬明細書を作成するといった

具体的な治療代を算定する作業など医療事務の

実際にも触れながら理解を深める。

医療事務研究 Ⅱ

医療サービスのように、法律上の制度や組織の

特徴を強く反映した資源配分のあり方は、制度

や組織それ自体の変化に大きく影響される。医

療事務研究Ⅱでは、老人医療や公費負担医療に

まで視野を広げて医療費の算定業務についても

学習しながら、良質な患者サービスの提供を重

視するという医療界の変化に対応すべく、医療

制度が近年どのように変化してきたかを解説す

る。また、患者接遇や院内コミュニケーション

に関する実践的な知識と技能についても学び、

医療の経済的側面に焦点を当てながら医療事務

の役割について学習する。

展開科目群／観光・文化

文化経済論

人間の行うあらゆる活動には経済的側面が存在

するが、芸術その他の文化もその例外ではな

い。また、文化に関わる経済活動は、一般的な

財・サービスに関わる経済活動にはみられない

固有の特徴があることが知られている。本科目

では、文化経済学の歴史的発展にも触れなが

ら、文化経済学を一般的な経済学の文化現象へ

の適用という側面と、文化現象にのみみられる

固有の経済的な特徴の二面からとらえ、芸術や

文化遺産を含む多様な文化現象について、その

経済的な側面から分析する力を身につける。

スポーツ経済論

近年、地域スポーツの振興に伴って、スポーツ

は単に個人の健康に資する運動という領域を超

えて、地域コミュニティをはじめ社会生活のた

めに欠くことのできない活動であるという認識

が広がってきた。それとともに、スポーツを経

済的に支える仕組みや、スポーツの経済効果が

経済学の視点からも分析されるようになりつつ

ある。本科目では、具体的な地域スポーツやプ

ロ・スポーツのマネジメント組織のあり方にも

触れながら、スポーツと経済との関係を理解す

るための知識と考え方を身につける。

観光政策論

観光は、国民に不可欠な物であると同時に、成

長戦略の柱のひとつであり、地域活性化の切り

札ともなっている。しかしながら、観光は地域

振興の万能薬ではなく、ときには地域社会を混

乱させる原因となるものでもあり、観光政策を

行う場合には綿密な検討が必要とされる。観光

政策論では、各国の観光政策について触れつつ

も、特に近年の日本の観光政策を主たる事例と

し、観光振興の利点と問題点にも留意しなが

ら、観光政策の現状と課題、およびその考え方

について理解させる。

観光経営論

インバウンドの拡大とともに、観光関連産業は

日本の経済のなかで重要な役割を果たすように

なりつつある。そのなかで、観光にたずさわる

各種の事業体の果たす役割もこれまでになく大

きくなっており、観光産業の事業のあり方を学

ぶことは、これからの日本の観光を考えるうえ

で重要なものとなっている。本科目では観光関

連産業の事業活動全体を経営学の枠組みと理論

に基づいて概観する。そのうえで固有の課題と

対応策などを学ぶことにより、観光関連産業の

ビジネス・モデルを構築するデザイン能力を養

うことを目的とする。

観光法規論

観光政策は観光法規に基づいて行われねばなら

ず、また、観光にたずさわる事業体は観光法規

の範囲内で事業を行わねばならない。この観光

に関する法規は多岐にわたり、法律、政令、約

款にはじまり、その他の諸制度を含めると広範

囲に及んでいる。観光法規論では、まず観光に

関わる法規について体系的に講述した後に、と

くに主要な法規について、その成立の背景や実

際の適用時例について詳しく説明することで、

観光法規のもつ意義や役割について理解させ

る。

観光資源論

「国の光を観る」という観光の語源の通り、観

光にとって、それぞれの国や地域の光、すなわ

ち観光資源が存在することは不可欠の条件であ

る。観光資源という言葉からは、いわゆる景勝

地や名所旧跡のようにすでに評価の固まったも

のを連想しがちであるが、実際には発見や開発

によって新たな資源として認識されるものもあ

れば、乱開発などでその価値を失うものもあ

る。本科目では、以上のような観光資源の特徴

に配慮し、国内外の観光資源に触れながら、持

続可能性をキーワードとして観光資源のあり方

について考える力を身につける。

専門関連科目群

実践英語演習

経済のグローバル化の進んだビジネスシーンに

おいて、英語でコミュニケーションを行う技能

は、程度の差こそあれ、多くのビジネスパーソ

ンにとって必須のものとなりつつある。その一

方で、ビジネスシーンで必要となる英語は、中

等教育段階で学ぶ英語とは多くの点で異なる特

徴を持っている。本科目では、エントリーレベ

ルのビジネス実務の即戦力になる英語力の習得

を目標とする。ビジネスシーンの言語使用を想

現代経済演習 Ⅰ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、金融を含めた近年の諸

産業の動向を含めて時事的なトピックを中心に

現代における経済現象のひとつを取り上げ、さ

まざまな科目において学んだ経済学に関わる既

習得の知識活用しながら、経済を分析し、場合

によっては課題を解決するプロセスを体験する

現代経済演習 Ⅱ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、国際的な交流について

も視野に入れながら地域経済の領域において時

事的なトピックを中心に現代における経済現象

のひとつを取り上げ、さまざまな科目において

学んだ経済学に関わる既習得の知識活用しなが

ら、経済を分析し、場合によっては課題を解決



定して、リスニングとリーディングを中心に学

習する。また、既習文法項目の確認やリスニン

グやリーディングで扱った題材と関連する会話

練習なども行う。

ことで、生きた能力として経済学の考え方を身

につける。

するプロセスを体験することで、生きた能力と

して経済学の考え方を身につける。

現代経済演習 Ⅲ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、経済政策や都市政策、

地域政策をはじめとする政策領域において、国

際的な動向も視野に入れながら時事的なトピッ

クを中心に現代における経済現象のひとつを取

り上げ、さまざまな科目において学んだ経済学

に関わる既習得の知識活用しながら、経済を分

析し、場合によっては課題を解決するプロセス

を体験することで、生きた能力として経済学の

考え方を身につける。

現代経済演習 Ⅳ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、医療や福祉などの社会

保障に関わる領域において時事的なトピックを

中心に現代における経済現象のひとつを取り上

げ、さまざまな科目において学んだ経済学に関

わる既習得の知識活用しながら、経済を分析

し、場合によっては課題を解決するプロセスを

体験することで、生きた能力として経済学の考

え方を身につける。

現代経済演習 Ⅴ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、観光、スポーツなど広

く文化に関わる領域や、非営利活動の領域にお

いて時事的なトピックを中心に現代における経

済現象のひとつを取り上げ、さまざまな科目に

おいて学んだ経済学に関わる既習得の知識活用

しながら、経済を分析し、場合によっては課題

を解決するプロセスを体験することで、生きた

能力として経済学の考え方を身につける。

現代経済演習 Ⅵ

経済学は、単に理論として理解するのではな

く、世の中の諸現象をそれによって分析するこ

とができるようになってはじめて意味を持つも

のである。本科目では、産業のグローバル化や

国際的な政策協調、国際間の文化交流をも視野

に入れながら国際経済の領域において時事的な

トピックを中心に現代における経済現象のひと

つを取り上げ、さまざまな科目において学んだ

経済学に関わる既習得の知識活用しながら、経

済を分析し、場合によっては課題を解決するプ

ロセスを体験することで、生きた能力として経

済学の考え方を身につける。

医療統計学

病院や診療所などの医療機関では、患者カルテ

や各種検査等のオーダリング、投薬履歴など、

さまざまな医療情報が収集され、解析・活用さ

れている。特定の感染症やがん登録のように、

国に報告する義務のある情報も少なくない。こ

の科目では、各種の医療情報の活用を行うため

の基礎となる統計的方法とデータの視覚化の方

法を身につける。統計的方法として具体的に

は、収集した観測値を要約する記述統計、標本

調査から母集団の特性を推し測る推測統計の基

礎的方法などを学ぶ。

医療管理論 Ⅰ

本科目では、診療情報管理の最初のステップの

授業として、医療制度の仕組みと病院組織の特

徴を学んだうえで、診療情報管理士の仕事内容

と役割を知り、医療現場でどのようなことを果

たすことができるかを理解することをめざす。

例えば、医療の需要と供給は、事務スタッフ部

門を含む医療従事者と患者、患者家族との信頼

関係の上に成立しているが、それを支えるの

は、経営学で言うところのヒト・モノ・カネ・

情報といった資源であることを学習する。

医療管理論 Ⅱ

本科目では、医療管理論Ⅰに引き続き、医療制

度の仕組みと病院組織の特徴をさらに深く学習

するとともに、診療情報管理士の仕事内容と役

割、医療機関内でどのようなことを果たすこと

ができるかをより進んだレベルで習得すること

をめざす。この科目により、日本における病院

の医療管理や経営管理等について理解を深め、

諸外国の医療機関や医業経営との違いを知り、

また、変化する医療技術や医療制度に対応し

て、これからの時代に必要な医療管理を学ぶ。

医療管理論 Ⅲ

本科目では、診療情報管理の制度的な前提とい

うべき、社会保険制度としての医療保険・介護

保険と、診療報酬制度を学ぶ。特に診療報酬制

度については、いくつかの具体的な事例も交え

つつ、診療報酬請求業務を理解できるようにな

ることをめざす。また、医療統計学で学んだ知

識を活かし、病院統計・疾病統計に関して理解

を深めるとともに、データを扱ううえでの各種

の分析手法や具体的な処理の仕方を学び、医療

情報を扱う際に不可欠な倫理的配慮について学

習する。

保健医療情報学

近年における情報通信技術（ICT）の発展は、

電子カルテの導入や院内クラウドシステムの導

入をはじめ、医療現場に大きな変革をもたらし

ている。また、遠隔診療も実用化され、医療現

場に本格的に導入されようとしている。そうし

た医療現場を取り巻く変化を念頭に、この科目

では、コンピュータやネットワークの基礎的知

識、医療情報と医療情報システム、情報セキュ

リティと個人情報保護などについて学び、ICT

を活用した医療情報システムの発展が医療の質

の向上に果たしている役割を理解する。

簿記 Ⅰ

本科目では、会計学を支える重要なツールの一

つである、商業簿記の基礎を理解することを科

目の趣旨としている。具体的には、企業会計の

理解、簿記一巡の手続きについて、現金預金、

商品売買、手形、債権債務、固定資産、有価証

券、費用収益の繰延見越、消耗品、引出金、伝

票、精算表、財務諸表について学ぶ。授業の展

開においては、受講生が確実に理解して進める

よう、演習や確認テストを活用するとともに、

適切な予習・復習の仕組みとも連動させる。

簿記 Ⅱ

本科目では、簿記演習Ⅰの知識を前提に、現金

預金取引、債権債務取引、商品売買、手形取

引、有価証券取引、特殊商品売買、固定資産取

引、損益取引・引当金取引、社債、税金、株式

会社会計、決算処理、本支店会計、帳簿組織・

伝票について学ぶことを通じて、商業簿記の発

展的な知識を理解することを科目の趣旨とす

る。授業の展開においては、受講生が確実に理

解して進めるよう、演習や確認テストを活用す

るとともに、適切な予習・復習の仕組みとも連

動させる。

法学概論 Ⅰ

国家の統治組織や作用、行政権の主体と個人と

の関係等について学ぶ。主に憲法を中心として

進めていき、国民の権利・自由に関する基本的

人権論や、権力分立・国家行政組織・地方自治

といった統治機構の諸制度を範囲とするが、重

要事項の理解を深めるために、関連のある諸法

にも触れていく。本科目では、各講において具

体的な事例を用いた設問を挙げ、そこで論点と

なるテーマに関する判例・学説を理解する。ま

た、各制度のあり方について考察し、憲法の基

本理念や一般理論を修得する。

法学概論 Ⅱ

私法全体の理解を目的とし、主に民法と商法を

中心に進めていく。本科目では、契約、住ま

政治学概論 Ⅰ

政治学への入口として、政治についての意識形

成、政治についての基礎知識、政治学を学問と

政治学概論 Ⅱ

具体的な政治家・政治現象の事例から、戦後の

日本政治を政治過程論として概観し、さまざま



い、家族生活、事故の遭遇などのさまざまな場

面において、私法との有機的な関連を可能な限

り明らかにし、各制度の正確な位置づけを図

る。各テーマの理解を深めるために、借地借家

法、製造物責任法、民事訴訟法といった特別法

も、適宜に範囲に含める。また、具体的な事例

を提示して、その解決を念頭に置きながら重要

な事項について説明することで、初歩的な応用

力を身につける。

してとらえる力を身につけることを目的とす

る。授業では、権力、デモクラシー、政治シス

テムと政治過程、地方自治、国際政治、宗教と

政治、官僚制などを概観し、基礎的知識を獲得

する。そのため、テキストを活用しつつ現代日

本の政治現象を身近に感じられるように、時事

問題を政治学的に考察するヒントを提示すると

ともに、テレビを中心とするマスコミ以外によ

って、政治に関する情報・言説を知るソーシャ

ルメディア利用法などにも言及する。

な政治家が活躍する舞台を具象的に再現できる

ようにする。さらに、日本における政府の仕組

み、とりわけ政党と官僚との関係を知り、政治

家・政治過程の実際について自分で考え、論評

できるようになることを目標とする。

社会学概論 Ⅰ

自我、家族、コミュニティ、階級・階層、国民

国家、グローバル化、情報化など社会学の基本

概念の理解を通じて、現代の日常生活を社会学

的に理解する方法の修得をめざす。社会学を学

習するうえでの困難のひとつは、社会が空気の

ような当たり前の存在に思われがちな点にある

が、この科目では、社会の歴史的な形成を明ら

かにすると同時に、社会の自明性や秩序を守る

ために私たちには何が求められているのか、と

いう問題意識を身につけることも目標になる。

社会学概論 Ⅱ

近年社会学の研究対象として定着した中・後期

親子関係、教育システム、親密性、記憶、情報

技術などのテーマについて、それぞれの研究分

野の第一人者によるテキストの読解を通じて、

社会学的想像力の定着をめざす。

地理学概論

地理学は大きく地誌学と系統地理学に分類され

るが、ここでは系統地理学を扱う。系統地理学

は、地球表面における自然現象を地域的な観点

から究明する「自然地理学」と、地表上の人文

現象（人口・集落・産業・交通・文化など）を

地域特性の構成要素として考察する「人文地理

学」に大別されており、その両方について概観

する。

地誌

日本を含め世界の古典的な「地誌(書)」を取り

上げ、「人類はなぜ地誌を書くのか」「地域を描

写する」ということの基本について考える。後

半は、さまざまな“地域”に注目した地誌を中心

に取り上げ、あわせて身近な地域の文化・社会

を読み取る力をつけることを目標とする。

クロスオーバー科目群

会社法

企業組織と行動に関するルールとしての会社法

を学ぶ。会社法における特に株式会社に関わる

諸制度を、具体的な事例や条文を参照しながら

解説する。法人性、資本制度、株式の譲渡や公

開などの基本原理、株主総会や取締役会などの

意思決定に関わる機関設計や組織編成、会計、

監査制度などのファイナンス・ガバナンスの制

度、これらの概要を事例を示しながら学修す

る。必要に応じて企業間の取引等商法に関する

内容にも触れながら、会社法の理解を深める。

流通論

流通は、商品を消費に結びつけるために不可欠

の役割を担っている。また、現代社会では流通

業を取り巻く環境もこれまでとは大きく変化し

ている。この科目では、流通の役割やその歴史

的な発展の過程、流通に関わる現象を分析する

ための主要概念について学習する。また、事例

では卸売業者や小売業者などを取り上げ、流通

業の多様な業態についても理解を深める。この

授業を通じて、流通論に関する基礎的な知識を

習得するとともに、それらの知識を運用し流通

に関わる問題を検討できることを目標とする。

公共マーケティング

日本は本格的な少子高齢化時代を迎え、地域の

公共経営的な問題がさまざま生じている。本科

目では、とくに地域が持つ固有の文化資源につ

いて再検証し、それらを新たな公共サービスや

マーケティングに応用していく方法論を学び、

広く地域再生について考えていく。また、具体

的に大学と提携している自治体や地域企業を訪

問し、フィールドワーク活動をとおした地域診

断や地域課題解決のための提案を行うなど、実

践的な活動も行う。

管理会計論

大学で学ぶ会計は、特定の経済主体（個人およ

び企業）の経済活動を、計数的に記録・計算・

集計し、その経営成績と財政状態を利害関係者

に報告する一連のシステムを意味している。特

に、企業のマネジメントを行うため、企業内部

の各階層の管理者を情報の受け手とする会計を

管理会計と呼んでいる。本科目では、管理会計

の基礎的な理論、戦略的投資計画といった計画

のための管理会計、および予算管理などの業績

管理のための管理会計について具体的に学習し

ていく。

労働法

国連SDGs等においても人権に配慮した公正・

公平で多様な働き方・雇用環境が求められてい

る。労働法について、その種類や基本理念・概

念、労働者保護のための各種制度等を、事例を

挙げながら具体的に学ぶ。卒業後すぐに労働者

として社会に出る、または今後労働を管理する

立場にもなり得る学生に、働きやすく持続可能

な社会の実現のために、どのように労働者の権

利や環境が保証されていくべきかを、身近な課

題として具体的に考えさせる。

非営利組織論

今日、NPOやNGO、病院、学校等非営利組織

の役割はますます増大してきており、法による

それらの後押しも進められてきた。企業や行政

のSDGs実践においてもNPOの役割は大きい。

この科目では非営利組織について、その定義や

種別、法的根拠や成り立ち、活動の内容につい

て基礎的内容を理解したうえで、非営利組織に

おける人的資源、ガバナンス、アカウンタビリ

ティ、政府や自治体あるいは民間企業との関係

性をどのようにマネジメントしていくべきか

を、事例を使いながら学ぶ。

税法

税金は、私たちの日常生活と密接な関係がある

だけでなく、企業活動にさまざまな影響を及ぼ

コンピュータシステム概論

現在の経済社会において不可欠の技術的基盤を

なすコンピュータを適切かつ高度に活用するた

プログラミング演習 Ⅰ

プログラミングの基本的な知識を通して、コン

ピュータに問題を解かせる際に必要となる処理



している。本科目では、租税法の考え方・基本

的な仕組みを学習していく。具体的には、所得

税法、相続税法といった主に個人に課される税

金に関する法律、および、法人税法や消費税法

といった主に企業に課される税金に関する法律

を取り上げて、それらの基本テーマや仕組みを

学習する。加えて、わが国の現行租税制度と政

策について考察を行っていく。

め、コンピュータに関する基礎的な理論と現代

的課題を学ぶ。講義では、コンピュータの仕組

み（ハードウェアとソフトウェア）とその動作

原理、OS（OperatingSystem）の機能（タス

ク管理、記憶管理、プログラミング制御等）、

コンピュータと社会との関わりなどについて学

習し、理解を深める。

とそれを実行するための手順を理解し、実際に

プログラミング言語を使ったコーディングに必

要な知識を身につけることを目的とする。デー

タ型、演算子、条件分岐や繰り返し等の制御

文、配列、ファイルの入出力に関するプログラ

ミングの基本的事項を学習するとともに、さま

ざまな分野で用いられる基本アルゴリズムを通

して、問題解決に必要となる論理的な思考力を

養う。授業は演習形式で、プログラミングを経

験したことがない学生も受講できるよう基礎か

ら行う。

プログラミング演習 Ⅱ

プログラミングは、それを知識として理解して

いるだけでなく、実際に利用することで初めて

身につく技能である。本科目では、アプリケー

ション・ソフトに付属するスクリプト言語やシ

ェル・スクリプトを用いて、自動処理を体験し

ながら、プログラミング論で学んだ知識を実践

的に用いる技能を身につける。そのうえで、実

際にフローチャートを描き、目的とする機能を

実現するプログラムを設計したうえで、最終的

には比較的理解の容易なプログラミング言語を

用いて、簡単なプログラムを作成することをめ

ざす。

コンピュータネットワーク Ⅰ

近年の情報ネットワークの発展と普及は目覚ま

しく、インターネット等を通じたコミュニケー

ションの拡がりのみならず、多様なモノをネッ

トワークで接続し、情報を交換・制御するIoT

（Internet of Things）が注目を集めている。本

科目では、発展を続ける情報ネットワークを理

解し適切に活用するために、ネットワークに関

する基礎的な理論や技術を理解することを目的

とする。同時に、コンピュータウィルスや情報

漏えいなど、ネットワークの情報セキュリティ

に関わる問題についても理解を深める。

情報セキュリティ Ⅰ

高度化する今日の情報化社会においては、イン

ターネットをはじめとするネットワーク環境や

コンピュータをはじめとする端末機器の利用は

必須のインフラとなっており、同時にそれらの

安全性を守ることも極めて重要な課題となっ

た。情報化社会そのものが持つ危険性や問題

点、ネットワークシステムとしての脆弱性や危

険性への対応策、ユーザーが危険を回避するた

めの端末レベルでの対応策や情報モラルなどに

ついて学ぶ。具体的には、不正アクセス対策、

ウイルス・マルウェア対策、個人情報保護対

策、パスワード管理や暗号化、SNS等での情報

流出対策、著作権保護などについて事例を用い

ながら学習する。
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